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はじめ l 


このたびは本製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

本製品は、スキヤンした文書をパソコンに保存したり、電子メールに添付して送信したりする、 
便利な機能を備えており、これらの機能を総称して 「SEND Lite 」 と呼んでいます。 

SENDLite 機能は、本製品をネットワーク環境に接続し、パソコン側の共有フォルダの設定や 
本体側のネットワーク項目など、複数の項目を設定することで、はじめて利用できるようになり 
ます。 


本書では、この SEND Lite 機能を利用するための設定について、設定の流れを順序立てて解説す 
るとともに、「各項目にどんな情報を設定すればよいのか」をできるだけわかりやすくまとめて 
います。 

設定に必要な情報を書き留めておく「チェツクシート」を巻末に用意していますので、ぜひこち 
らもお役立てください。 

また、本書では、スキャンした文書を本製品に接続した USB メモリに保存し 、 USB メモリを経由 
して手軽にパソコン側に取り込める 、 「Scan to USB 」 機能についても解説しています。 

SEND Lite 機能や Scan to USB 機能を使用する際は、ぜひ本書をご活用ください。 
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SEND Lite/ 

Scan to USB 機能とは 


SEND Lite 機能とは 


以下に説明する 2 つの機能を総称して、 「SEND Lite」 機能と呼びます。 


Scan to フアイルサーバ機能 


スキャンした文書を、ネットワーク上の共有フォルダに保存する機能です。 

見積書など定期的に発生する文書をデータとしてバックアップしたいときや、プロジェクトに関 
する情報をスタッフで共有したいときなどに便利な機能です。 Scan to フアイルサーバ機能の設 
定から使用までの流れについては、 「SENDLite 機能が使えるようになるまで」(- >• P.6) を参照し 
てください。 



Scan to E-Mail 機能 


パソコンを使わずに、スキャンした文書を電子メールに添付して、本製品から送信する機能で 
す。あらかじめ相手先の電子メールアドレスを登録しておけば、簡単な操作で電子メールに添付 
して送信できます。 

急いで資料を取引先に送信しなければならないときや、社内のスタッフにデータとして送リたい 
紙文書があるときなどに便利な機能です。 Scan to E-Mail 機能の設定から使用までの流れについ 
ては、 「SENDLite 機能が使えるようになるまで」（― • P.6) を参照してください。 



























SEND Lite/ Scan to USB 機能とは 




Scan to USB 機能とは 

スキャンした文書を USB メモリに保存する機能です。 

スキャンした文書は、パソコンを介さずに直接 USB メモリに保存できます。そのため、会議や 
打ち合わせの資料をデータ化して持ち運びたいときなどに便利な機能です。 

Scan to USB 機能の使用に、ネットワークの設定は必要あリません。使用方法については 、 「Scan 
to USB 機能を使ってみよう」 P .97) を参照してください。 



SEND Lite/Scan to USB 機能とは 




















SEND Lite 機能が 
使える i うにな 4 まで 


ノ 


SENDLite 機能が使用できるようになるには、いくつかの手順が必要です。以下に設定完了まで 
の流れをまとめましたので、確認しておきましょう。 


Scan to フアイルサーバ機能を使いたい 


Scan to E-Mail 機能を使いたい 


ネットワーク環境の確認（― P .7) 

本書で前提としているネットワーク環境について確認します。 


Scan to フアイルサーバ機能に必要な 
0 S の確認 P .9) 

スキャンした文書を保存するパソコンの 0 S を確 
認します。 


Scan to E - Mail 機能に必要な情報の確 
認 (^ P .10) 

電子メールアカウントなどの情報を確認します。 


ネットワークケーブルの接続 " P .14) 

本製品をネットワーク環境に接続します。 


IP アドレスの設定と確認（— P .15) 

IP アドレスが正しく設定されているかどうかを確認します。 


リモート UI の起動方法の確認（— P .18) 

本製品の設定を行うための「リモート UI 」 の起動方法を確認します。 


-バ機能の設定と 


Scan to フアイルサ_ 

使用《21) 

Scan to ファイルサーバ機能を使用するための設 
定を行い、実際に使用してみましよう。 


Scan to E - Mail 機能の設定と使用 
い P .76) 

Scan to E - Mail 機能を使用するための設定を行 
い、実際に使用してみましよう。 


@ メモ 

リモート UI とは 、 Internet Explorer などのウェブブラウザから、本製品の各種設定をする機能です。 
リモート UI を使用すると、本製品の操作パネルを操作するより、簡単に素早く設定することができます。 

























ネットワーク環境を 
確認しよう 


「本書で想定するネットワーク環境について」 

參#參參參參參參參#參參參參參參參#參參參參參參參##參參參#參參參#參參參參參參參參參參參參參參#參參參參參參參#參參參參參_ 

本書では 、 SEND Lite 機能を利用するネットワーク環境として、以下を前提としています。 

• 他のパソコンで、イントラネットまたはインターネットに接続して通信している。 

• 本製品を接続するルータ、ハブなどがある。 

以下は本製品のネットワーク構成例です。 




Scan to E-Mail 機能 

ミ 

データ化 電子メール 15 

外 2偏 

ミ 

電子メール 

Scan to ファイルサーバ機能 

共有フォルダ 

< S 社内 LAN 



本製品は、ネットワーク環境での利用に必要な情報を、 DHCP を使用して自動取得するように初 
期設定されているため、 IP アドレスなどを設定する必要はあリません。 

IP アドレスを固定で使用する場合は、ネットワーク管理者から IP アドレスなどの情報を取得し 
てください。 















控 

DHCP とは 

パソコンからインターネットに接続するために必要な IP アドレスなどの情報を、自動的に割り当てるた 
めの通信プロトコルです。 DHCP を使用すると、 IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレ 
ス、 DNS アドレスを自動的に設定することができます。 

P .7 のネットワーク構成例では、ルータが DHCP サーバとなり、本製品や LAN 内のパソコンに、 IP アドレ 
スなどの情報が自動的に設定されていることを想定しています。 


@ メモ 

DHCP で本製品に IP アドレスを自動設定している場合、本製品やルータ （ DHCP サーバ）を再起動する 
と、本製品の IP アドレスが変わってしまうことがあります。その場合は、再起動後に IP アドレスを確認 
しなおすか、または、 DHCP 環境下でも特定の IP アドレスを固定できる「手動割り当て」機能や「固定割 
リ当て」機能など（ルータのメーカによって機能名は異なります）を使用して、再起動後も IP アドレス 
が変わらないようあらかじめ設定しておくことをおすすめします。 


ネットワーク環境を確認したら、「設定前に必要な情報を確認しよう 」(- >■ P .9) に進んでください。 



謹謹要な情報を 
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実際に SEND Lite 機能の設定をはじめる前に、必要な情報がそろっているかを確認しておきま 
しよラ。 


Scan to ファイルサーバ機能に必要な OS を確認する 

スキャンした文書をファイルとして保存するには、以下の 0 S のいずれかがインストールされた 
パソコンが必要です。 

# Microsoft Windows 98/98 SE 日本語版 

# Microsoft Windows Me 日本語版 

# Microsoft Windows 2000 Server ServicePack 4 以降日本語版 

# Microsoft Windows 2000 Professional ServicePack 4 以降日本語版 

# Microsoft Windows XP Professional 日本語版 

# Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版 

# Microsoft Windows Server 2003 日本語版 

# Microsoft Windows Vista 日本語版 

透メモ 

本書では、上記対応 OS のうち 、 Windows XP Professional 日本語版 / Windows XP Home Edition 日本語版 
と Windows Vista 日本語版を取り上げて、共有フォルダの設定方法を解説しています。 


Scanto ファイルサーバ機能に必要な OS を確認したら、「ネットワークケーブルを接続しよう」 
H P .14) に進んでください。 


設定前に必要な情報を確認しよぅ 



Scan to E - Mail 機能に必要な情報を確認する 

•參參參參參參參•參參•參•參••參參參參參參參•參•參••參•••春*••參參•參參參•參參•參•參•♦參參參參參•••争參••參參》» 

Scan to E - Mail 機能を使って、本製品からスキャンした文書を送信するだけなら、現在使用して 
いる電子メールアカウントをそのまま本製品に設定してもかまいません。 

この場合、設定には以下の情報が必要になリます。 

• SMTP サーバアドレス：電子メールを送信する際に使用するサーバアドレスです。 

• 認証方式： 以下の2つの認証方式をサポートしています。 

(インターネットプロバイダによっては、認証が必要ない場合もあ 
ります。） 

• SMTP 認証 

SMTP サーバでユーザ名とパスワードを確認したあと、電子 
メ ールを送信する認証方式です。 

• POP before SMTP 

-度 POP サーバにアクセスし、 POP アドレスと POP パスワー 
ドを確認してから電子メールを送信する認証方式です。プロパ 
イダがこの認証方式を採用している場合は、電子メール送信機 
能の設定に加えて、電子メール受信機能の設定が必要になりま 
す。電子メール受信機能の設定については「電子メールを受信 
するには」 （— P .95) を参照してください。 


@ メモ 

現在使用している電子メールアカウントを本製品に設定すると、ふだん使っている電子メールソフトでは 
なく、本製品が電子メールを受信してしまうことがあります。そのため、本製品の電子メール受信機能を 
使用する場合は、現在使用している電子メールアカウントとは別に、本製品用の電子メールアカウントを 
設定する必要があります。電子メール受信機能の設定については「電子メールを受信するには」 P .95) 
を参照してください。 



SMTP サーバとは 

電子メールを送信するためのサーバです。 

パソコンの電子メールソフトから送られた電子メールは、いったん SMTP サーバに集められます。 

POP サーバとは 

電子メールを受信するためのサーバです。 

電子メールを受信するときは、電子メールソフトを使って POP サーバに接続し、そこから自分宛の電子 
メールを取り出します。 

プロバイダによっては、 POP サーバと SMTP サーノ《は同じことがあリます。 



電子メールアカウントを確認する 


現在使用している電子メールアカウントを本製品に設定する場合、設定に必要な情報は、ふだん 
使つている電子メールソフトで確認できます。 

ここでは 、 Outlook Express 6 .x (Windows XP に標準搭載されている電子メールソフト）を例に、 
電子メールアカウントの確認手順を説明します。 

@ メモ 

Windows メール （Windows Vista に標準搭載されている電子メールソフト）でも、同様の手順で電子メー 
ルアカウン 卜を確認できます。 

Outlook Express 6.x の場合 


1. Outlook Express 6 .x を起動します。 

2. [ツール]メニューの[アカウント]を選択して、「インターネットアカウント」画面を表示 
します。 



3. [メール]タブをクリックします。 

4. 使用中のアカウントを選択し、[プロパティ]ボタンをクリックして、[くアカウント名>の 
プロパティ]画面を表示します。 

5. [サーバー]タブをクリックします。 


























6. [送信メール ( SMTP )] に入力されている SMTP サーパ名を確認します。 



SMTP サーバアドレス 


SMTP 認証を使用して 
いる場合は、チェック 
マークが付いています。 


@ メモ 

.POP before SMTP の場合や認証の必要がない場合は手順9に進んでください。 

• SMTP 認証の場合は手順7に進んでください。 

gf チェック 

ここで確認した情報は、 Scan to E-Mail 機能の設定に必要です。 

忘れないように、巻末のチェックシート（― P.118) に必要な情報をメモしておきましよう。 


7. [送信メールサーバー]の[設定]ボタンをクリックして、[送信メールサーバー]画面を表 
不します。 










































設定前に必要な情報を確認しよう 




8. [アカウント名] ( SMTP サーバのユーザ名）を確認します。 



㊣ メモ 

• 入力したパスワードは通常「***」と表示されるため、画面上では確認ができません。入力したパ 
スワードは、プロバイダから発行された設定通知書などで確認してください。 

• 契約しているプロバイダが、認証方式に POP before SMTP を採用している場合は、電子メール受 
信機能の設定情報も必要になります。電子メール受信機能の設定については「電子メールを受信 
するには」 （—P.95) を参照してください。 

gf チェック 

ここで確認した情報は、 Scan to E-Mail 機能の設定に必要です。 

忘れないように、巻末のチェツクシート（― P.118) に必要な情報をメモしておきましよう。 


9. 確認が終了したら、[キャンセル]ボタンをクリックして、[送信メールサーバー]画面を閉 
じます。 

10. [キャンセル]ボタンをクリックして、[くアカウント名>のプロパティ]画面を閉じます。 

11. [閉じる]ボタンをクリックして、[インターネットアカウント]画面を閉じます。 


ScantoE - Mail 機能に必要な情報を確認したら、「ネットワークケーブルを接続しよう」 (^ P .14) 
に進んでください。 




















ネットワークケーブルを 

舍続しょう 


P .13 までを読んで、設定の流れや必要な情報を把握したら、実際に設定を始めましよう。最初 
は、ネットワーク環境への接続です。 

以下の手順で、ネットワークケーブルを本製品に接続してください。 

1. 本製品背面の 10Base-T/100Base-TX ポートに、 LAN ケーブル（カテゴリ 5 対応のツイスト 
ペアケーブル）の一方を接続します。ケーブルのもう一方を、ルータまたはハブに接続しま 
す。 




2. 本製品側面の主電源スイッチの[ I ]を押して電源を入れます。 
以上で、ネットワークケーブルの接続が完了しました。 


次に 「 IP アドレスを設定しよう」（― P .15) に進んでください。 

































































ドレスを設定しよう 


本製品をネットワークに接続したら、次は IP アドレスを設定しましよう。本製品に IP アドレス 
を設定することで、ネットワーク上のパソコンと通信できるようになリます。 

IP アドレスは、自動または手動で設定できますが、本書では 、 DHCP P .8) で IP アドレスが 
自動設定されるネットワーク環境を前提にしています。本製品の初期設定では、 DHCP で IP アド 
レスが自動取得されるようになっているため、ネットワークケーブルを接続してしばらく待つだ 
けで、 IP アドレスの設定が完了します。 

本製品に IP アドレスが正しく設定されているかどうか、以下の手順にしたがって確認してくださ 
い。 

@ メモ 

固定で IP アドレスを割り当てているネットワークに本製品を接続する場合は、本製品の IP アドレスを手 
動で設定する必要があります。設定方法については、 スタートアップガイド 「 IP アドレス取得設定 」を参 
照してください。 


IP アドレスの設定を確認する 

• •奉參••參離•參參••參•像 •••• •參••參參••參離•奉 

以下の手順で、 IP アドレスが正しく設定されているかどうかを確認してください。 


@ メモ 

• 部門 ID 管理やユーザ ID 管理を行っている場合は、部門 ID やユーザ ID の入力を要求されることがあり 
ます。詳細は、製品付属の CD-ROM に収録されている操作ガイ F (総合編)「第8章システム管理設 
定」 を参照してください。 

• IP アドレスの確認は、本製品の起動後、1分以上待ってから行ってください。 


ip アドレスを設定しよう 







IP アドレスを設定しよう 


w 


[初期設定/登録]を押します。 

@ メモ 

本製品がスリープモードの状態になっている場合、 LCD ディスプレイには何も表示されず、[節電] 
キーがグリーンに点灯しています。その場合、[節電]キーを押し、スリープモードから復帰させて 
ください。 


縮宛先表 _ 

Vi =5 ) / コピー1 送信/ファクス II スキヤン\ 


拡大/縮小 

〇 e 



2.[—] または [+►] を押してくシステムカンリセツテイ〉を選択し、 [0 K ] を押します。 


.システムカン 1 J セツテ 


卜一]または[+ ►] を押してくネットワークセツテイ〉を選択し、 [0 K ] を押します。 


システムカンリセツテイ 
5.ネツトワークセツテイ 


4. [-«-] または [+►] を押して< IP アドレスカクニン〉を選択し、 [0 K ] を押します。 


.ツトワークセツテイ 
6 . 丨 P アト'' レスカクニン 


モアドレスを設定しよう 





















IP アドレスを設定しよう 


5. [― ] または [+►] を押して< ip アドレス>、<サブネットマスク>または<ゲート 
ウェイアドレス>を選択し、 [0 K ] を押します。 

正しく設定されている場合は、 IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスが 
表示されます。 


@ メモ 

DHCP で本製品に IP アドレスを自動設定している場合、本製品やルータ （DHCP サーバ）を再起動 
すると、本製品の IP アドレスが変わってしまうことがあリます。その場合は、再起動後に IP アドレ 
スを確認しなおすか、または、 DHCP 環境下でも特定の IP アドレスを固定できる「手動割り当て」 
機能や「固定割り当て」機能など（ルータのメーカによって機能名は異なります）を使用して、再 
起動後も IP アドレスが変わらないようあらかじめ設定しておくことをおすすめします。 


gf チェック 

ここで確認した IP アドレスはリモート UI の起動時に必要になります。忘れないように、巻末の 
チェツクシート （— P .118) に IP アドレスをメモしておきましよう。 


6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


• ip アドレスが表示されない場合 

手順5で IP アドレスが表示されない場合は、 IP アドレスの設定が完了していません。この場合、まず、 
ネットワークケーブルが正しく接続されているかどうか確認し、続いてルータが DHCP で IP アドレスを 
割り当てるように設定されているかを確認します。 

もし、物理的な接続やルータの設定に問題がない場合は、いったん本製品の主電源スイッチを切ります。 
10秒後に主電源スイッチを入れなおしたあと、約1分待ってから、もう一度 IP アドレスを確認してくだ 
さい0 

これらをすべて確認しても、まだ IP アドレスが表示されない場合は、ネットワーク管理者にお問い合わ 
せください。 
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次に「リモート UI を使おう」 (^ P .18) に進んでください。 








リモート UI を使おう 


リモート UI を利用すると 、 Internet Explorer などのウェブブラウザから、ネットワーク経由で 
本製品に関するさまざまな設定が行えます。 

本書では、本製品の電子メールの設定や、スキャンした文書の送信先となる宛先の設定などを、 
リモート UI による設定で説明しているため、ここでリモート UI の基本操作を覚えておきましよ 
う。 



リ 

モ 


を 

イ i 
お 
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• ファイルサーバ送信機能の設定 （— P .57) 

•宛先（ファイルサーバ）の登録 （— P .63) 

•電子メール送信機能の設定 （— P .77) 

•宛先の登録（電子メールアドレス） P .83) 

リモート UI を使用するには 

• ••參••參參參 ••• ••參••參參參參•••参••參參參 ••• ••參•參•••••書參攀參•奉••參 ••• 

リモート UI を使用して、ネットワーク経由で本製品を設定するには、パソコン側に以下の 0 S お 
よびウェブブラウザが必要です。 

•〇 S 

• Microsoft Windows 98/98 SE 

• Microsoft Windows Me 

• Microsoft Windows 2000 Professional 

• Microsoft Windows XP 

• Microsoft Windows Vista 


• ウェブブラウザ 

• Microsoft Internet Explorer 5.01 ServicePackl 以降 

• Netscape Communicator/Navigator 6.0 以降、ただし Netscape Communicator 6 は除く 




リモート UI を使おう 



リモート UI の起動方法 

參參•參••參參••參•••奉參••參•參參•參參參••參_參》••參•參參•參參參參參參參參 • ••參參參•參•參參•參參參參參 •• 

リモート UI は、以下の手順で起動します。 

@ メモ 

実際にリモート UI を起動して本製品の設定を行うのは、ファイルサーパ送信機能の設定(-> P.57) や電 
子メール送信機能の設定（― P.77) からです。ここでは、まだリモート UI を起動する必要はありません。 


1 .Internet Explorer などのウェブブラウザを起動します。 

2. アドレスバーに 「 http :// (本製品の IP アドレス)」と入力し、キーボードの [ Enter ] キー 
を押します。 


ファイル©編集®表示 M お'気 K 入ツ-ル①ヘルブ ( H ) 



リモート UI 画面が表示されます。 


透メモ £ 

. アドレスバーに IP アドレスを入力する際には、 P.17 で確認した IP アドレスの先頭から連続する を 

「0」を削除して入力してください。ただし、「000」の場合は、「0」の入力が必要です。 使 

例:192.168.000 .008 — 1 92.168.0.8 お 

.DHCP で本製品に IP アドレスを自動設定している場合、本製品やルータ （DHCP サーバ）を再起 つ 

動すると、本製品の IP アドレスが変わってしまうことがあリます。その場合は、再起動後に IP ア 
ドレスを確認しなおすか、または、 DHCP 環境下でも特定の IP アドレスを固定できる「手動割り 
当て」機能や「固定割り当て」機能など（ルータのメーカによって機能名は異なります）を使用 
して、再起動後も IP アドレスが変わらないよう、あらかじめ設定しておくことをおすすめしま 
す。 















リモート Ul を使おう 


w 


3. [管理者モード]を選択し、[パスワード]には何も入力しないで、 [0 K ] ボタンをクリック 
します。 

本製品の設定によっては、パスワードや ID の入力を要求されることがあります。その場合 
は、設定されているパスワードや ID を入力してください。 



TP-fJKD SS® SfFr.W S«;AO® ツ -il.® A)I,3(M) 

or® - o a a 索 *h«cAo ® | is- 4 fa - □ ft 

アドレス © p| hlW/1Sei68^S8/Joohtinl 

U モート Ul 


tr 


ヨ a 輸 





ペー: W 表 5 抛し ft 


4インタ-ネクト 


㊣ メモ 

システム管理暗証番号の設定や部門 ID、 管理ユーザ ID 管理を行っている場合は、パスワードや部 
門 ID、 ユーザ ID の入力が必要なことがあります。このような場合は、設定されているパスワード 
や部門 ID、 ユーザ ID を入力してください。詳しくは、本製品に付属の CD-ROM に収録されている 
操作ガイド(総合編)「第8章システム管理設定」 を参照してください。 


次に、 Scan to ファイルサーバ機能の設定をする場合は P.21、Scan to E-Mail 機能の設定をする 
場合は P.76 に進んでください。 

























Scan to ファイルサーバ機能 
を使ってみよう 


本製品の IP アドレスの設定やリモート UI の起動方法が確認できたら、実際に SEND Lite 機能を 
使ってみましよう。 

ここでは 、 Scan to ファイルサーバ機能を使い、本製品でスキャンした原稿をネットワーク上の 
パソコン（ファイルサーバ）に保存する手順について説明します。 

Scan to ファイルサーバ機能を使うには、以下の設定が必要です。 


@ メモ 

• Windows 98/98SE/Me/ 2000 /Server 2003をお使いの場合の設定手順と宛先の登録については、製品付属 
の CD-ROM に収録されている操作ガイ/ (総合編)「第6章ネットヮーク『ファイルサーバの設定』」 
を参照してください。 

• 先に Scan to E-Mail 機能を使用したい場合は、 P.76 を参照してください。 



Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 

























Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ •. 



コンピュータ名と共有フォルダ設定に必要な機能を確認する 

參_參*••參參 •••• •參參•拳參參••參參參 •••••••• •參參參參參參參參•參參•參參參••參•參參參參•參參•參•參•參•參•參 

Scan to ファイルサーバ機能では、バソコンの共有フォルダにスキャンした文書をファイルとし 
て保存するため、パソコン側の準備も必要です。 

ここで説明する手順で、パソコンのコンピュータ名と、共有フォルダの設定に必要な機能がイン 
ストールされていることを、確認しておきましよう。 

コンピュータ名を確認する 

共有フォルダの設定と宛先の登録には、コンピュータ名が必要です。 

以下の手順で、コンピュータ名を確認してください。 

Windows XP の場合 

1. 管理者の権限で Windows にログオンします。 

L . デスクトップの[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、[プロパティ]を選択し 
て、[システムのプロパティ]画面を表示します。 

3. [コンピュータ名]タブをクリックし、[コンピュータ名]ページを表示します。 

4. [変更]ボタンをクリックします。 

5. [コンピュータ名の変更]画面で、[コンピュータ名]を確認します。 


コンビ； l ータ名の変更 


驟»德織辟!ド更術例 


コンピュータ名〇 


卩 WAN 


フルコンピュータ名: 
SWAN.canon 


次のメンバ 


〇ド:^イン必 


® ワーククループ ㈣ . 


IWORKGROUP 


I 詳細 (M)... ^ 


0 K 


I キャン t ル^) 


gf チェック 

ここで確認したコンピュータ名は、共有フォルダの設定と宛先の登録に必要です。忘れないよう 
に、巻末のチェックシート（― P.118) にコンピュータ名をメモしておきましよう。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 































Scan to ファイルサーバ機能を使ってみよう 


0. [キャンセル]ボタンを繰り返しクリックし、画面を閉じます。 

以上で、コンピュータ名の確認が終了しました。 

次に「共有フォルダ設定に必要な機能を確認する」 P .24) に進んでください。 

Windows Vista の場合 

1. 管理者の権限で、 Windows にログオンします。 

2. [スタート]メニューの[コンピュータ]を右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

3. [システム]画面で、[コンピュータ名]を確認します。 



コンビユータ0*¢:的な情報® 
Windows Edition _ 


Windows Vista™ Enterprise 

Copyright © 2006 Microsoft Corporation. All rights re 


痛: 

プロセッサ： AMD Athlon(tm) 64 X2 Dual Core Pn 

メモリ (RAM): 1022 MB 


. ド:)(イ vjurf つ一々ヴ ii,- プ 


フルコンピュータ名： SWAN.canon 

コンピュータ® S 明： 

ワーククループ： WORKGROUP 


gf チェック 

ここで確認したコンピュータ名は、共有フォルダの設定と宛先の登録に必要です。忘れないよう 
に、巻末のチェックシート （—P.118) にコンビュータ名をメモしておきましよう。 


4. [システム]画面を閉じます。 


以上で、コンピュータ名の確認が終了しました。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 


次に、共有フォルダの設定に必要な機能がお使いのパソコンにインストールされているかどうか 
を確認します。 P .26 に進んでください。 



















共有フォルダ設定に必要な機能を確認する 


共有フォルダの設定に必要な機能が、お使いのパソコンにインストールされているかどうか、 
以下の手順で確認します。 

Windows XP の場合 


1. [ローカルエリア接続のプロパティ]画面を表示します。 

① [スタート]メニューの[マイネットワーク]を右クリックし、[プロパティ]を選択し 
ます。 

② [口ーカルエリア接続]アイコンを右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

2. ファイル共有に必要な項目（ネットワークコンポーネント）がインストールされているか確 
認します。 

以下のネットワークコンポーネントのすべてにチェックマークが付いていることを確認しま 
す。チェックマークがはずれている場合は、チェックマークを付けます。 

• [Microsoft ネットワーク用クライアント] 

• [Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有] 

• [インターネットプロトコル （ TCP / IP )] 



@ メモ 

各ネットワークコンポーネントがインストールされていない場合は、以下の手順でインストールし 
ます。 

①[インストール]ボタンをクリックし、[ネットワークコンポーネントの種類の選択]画面を表示 
します。 

• [Microsoft ネットワーク用クライアント]がインストールされていない場合は、[クライアン 
卜]を選択し、[追加]ボタンをクリックします。 

次ページにつづく 






































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ 


前ページよりつづく 

• [ Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有]がインストールされていない場合は、 
[サービス]を選択し、[追加]ボタンをクリックします。 

• [インターネットプロトコル ( TCP / IP )] がインストールされていない場合は、[プロトコル]を 
選択し、[追加]ボタンをクリックします。 

②インストールしたいネットワークコンポートネントを選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
[インターネットプロトコル ( TCP / IP )] がインストールされていない場合は、パソコンの IP アド 
レスの設定が必要になります。詳細については、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 


3 . [0 K ] ボタンを繰り返しクリックし、画面を閉じます。 

4 . 必要に応じてパソコンを再起動します。 


以上で、共有フォルダの設定に必要な機能の確認が終了しました。 
次に「共有フォルダを設定する」 （— P .28) に進んでください。 


Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


Windows Vista の場合 

1. [ローカルエリア接続のプロパティ]画面を表示します。 

① [スタート]メニューの[ネットワーク]を右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

② [ネットワーク接続の管理]をクリックします。 

③ [口ーカルエリア接続]アイコンを右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

@ メモ 

Windows Vista で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、[続行]ボタンをクリック 
してください。 

2. ファイル共有に必要な項目（ネットワークコンポーネント）がインストールされているか確 
認します。 

以下のネットワークコンポーネントのすべてにチェックマークが付いていることを確認しま 
す。チェックマークがはずれている場合は、チェックマークを付けます。 

• [ Microsoft ネットワーク用クライアント] 

• [ Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有] 

• [インターネットプロトコルバージョン4 ( TCP / IPV 4)] 



㉘メモ 

各ネットワークコンポーネントがインストールされていない場合は、以下の手順でインストールし 
ます。 

①[インストール]ボタンをクリックし、[ネットワークコンポーネントの種類の選択]画面を表示 
します。 

• [ Microsoft ネットワーク用クライアント]がインストールされていない場合は、[クライアン 
卜]を選択し、[追加]ボタンをクリックします。 

次ぺージにつづく 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 






































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ 


前ページよりつづく 

• [ Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有]がインストールされていない場合は、 
[サービス]を選択し、[追加]ボタンをクリックします。 

• [インターネットプロトコルバージョン4 ( TCP / IPV 4)] がインストールされていない場合は、 
[プロトコル]を選択し、[追加]ボタンをクリックします。 

②インストールするネットワークコンポートネントを選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
[インターネットプロトコルバージョン4 ( TCP / IPv 4)] がインストールされていない場合は、パ 
ソコンの IP アドレスの設定が必要になります。設定については、ネットワーク管理者にお問い合 
わせください。 


3. [0 K ] ボタンを繰り返しクリックし、画面を閉じます。 

4. 必要に応じてパソコンを再起動します。 


以上で、共有フォルダの設定に必要な機能の確認が終了しました。 
次に「共有フォルダを設定する」(- >• P .28) に進んでください。 


Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ •. 



共有フォルダを設定する 


必要な機能がインストールされていることを確認したら、本製品からスキャンした文書をファイ 
ルとして保存するための共有フォルダを設定しましよう。 

共有フォルダの設定には、以下の2つの方法があリます。 

春アクセス制限をしない共有フォルダ 

ネットワーク上のパソコンでファイルを自由に共有したい場合は、「アクセス制限をしない共 
有フォルダ」が便利です。 

アクセス制限をしない共有フォルダには、ネットワーク内のすベてのパソコンがアクセスする 
ことができ、アクセス時にユーザ名やパスワードを指定する必要もありません。 


共有フォルダ 

共有フォルダ名 ： share 




ファイルを送信するには、宛先に以下 
の情報の設定が必要 

• コンピュータ名 ： SWAN 
• 共有フォルダ名 ： share 
ユーザ名/パスワードは不要 





ファイルサーバ 

コンピュータ名 ： SWAN 



スキヤン 


本製品 





ネットワーク上のすべてのパソコンが 
制限なくアクセス可能 
(ユーザ名/パスワードは不要） 



パソコン3 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 

















• アクセス制限をする共有フォルダ 

共有フォルダにアクセスできるユーザを区別したい場合は、「アクセス制限をする共有フォル 
ダ」が便利です0 

このタイプの共有フォルダにアクセスするには、アクセス時に共有フォルダに設定されてい 
るアカウント（ユーザ名とパスワード）を指定する必要があります。アカウントを知らない 
と、共有フォルダにアクセスすることはできません。 


共有フォルダ 

共有フォルダ名： share 

パソコンに登録されている 共有フォルダに、アクセス 

できるユーザを登録 


アカウント 


ューザ名 

パスワード 

userl 

OAD-*' 

user2 

△口〇〆 

user3 

□〇 △ 


フアイルを送信するには、宛先に以下 
の情報の設定が必要 

•コンピュータ名 ： SWAN 
•共有フォルダ名 ： share 
• ユーザ名： userl 

• パスワード： 〇△口 



▲ ▲ 



ファイルサーバ 

コンピュータ名： SWAN 


ユーザ名とパスワードが 
一致したのでアクセス可能 


■ 





ユーザ名とパスワードが 
一致しても、ユーザがフォルダ 
に登録されていないので、 
アクセス拒否 







スキヤン 


本製品 


以下のアカウントが登録されてい 
て、そのアカウントでログオン 
ユーザ 名： user2 

パスワード：△□〇 


パソコン1 


以下のアカウントが登録されてい 
て、そのアカウントでログオン 
ュ ー ザ名： user3 

パスワード：□〇 △ 


パソコン2 


㉘ メモ 


Windows XP に Service Pack 2がインストールされている場合や Windows Vista をお使いの場合に、 
Windows ファイアウォールを有効にすると、設定によってはファイルやプリンタの共有を使用できな 
いことがあります。ファイル共有を使用できるようにするには、「困ったときには」の 「 Windows ファ 
イアウォールについて」（― P .104) を参照してください。 

お使いのパソコンにセキュリティソフトがインストールされている場合、セキュリティソフトのフアイ 
アウォール機能（外部からの不正なアクセスを遮断する機能）が、本製品から共有フォルダへのアクセ 
スを制限し、共有フォルダにデータを保存できないことがあリます。詳細については、セキュリティソ 
フトに添付のマニュアルを参照してください。 


Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ . 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 





















Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ •. 



アクセス制限をしない共有フォルダを設定する 

ここでは、ネットワーク上のパソコンでファイルを自由に共有する方法について説明します。 

Windows XP の場合 

Windows XP Professional と Windows XP Home Edition では、簡易ファイル共有を使用して、ア 
クセス制限をしない共有フォルダを設定します。 

遂メモ 

Windows XP Professional をお使いの場合で、簡易ファイル共有が無効になっているときは、以下の手順 
で有効にします。 

• [スタート]メニューの[コントロールパネル]-[フォルダオプション]の順に選択して、[フォルダ 
オプション]画面を表示します。 

• [表示]タブを選択して、[表示]ページを表示します。 

• [ S 羊細設定]の[簡易ファイルの共有を使用する（推奨)]にチェックマークを付けます。 

• [0 K ] ボタンをクリックして、[フォルダオプション]画面を閉じます。 

1. 任意のドライプに、共有するフォルダを新規作成します。 

フォルダは、 C ドライブの直下など、わかりやすい場所に作成しておくことをおすすめします。 
例： C:¥share 

重要 

フォルダ名には半角英数字を使用してください。 


gf チェック 

ここで作成したフォルダ名は、宛先を登録する際に必要になります。忘れないように、巻末の 
チェツクシ— 卜 （_> p . 118 ) にフォルダ名をメモしておきましよう。 


2. 作成したフォルダを右クリックします。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 









このドライフの内容を卵表不 
に找 

ブ吣ラム©追加と則除 
ファイルまた(わオルタを検索 


tj) Documents and Settings 
Files 


门 Program 

叫 

0 w 


1¢スブ□-ラ凶 
梓幸®... 


.り 


ファイルとフオル9のタスク 

_このフォ M. の名前较更す 

4る 

決こ©:せル娜肋す2> 

Q このフォル 9.431；- す5 
❹きの为ルタ S Web に公聞 
© この:^嫌共射2> 

Q この: 7*M •のファイルを電子 
Xこの:^織則除する 


め 


解凍® 
圧描ぬ） 


切 0 KTOCD 

□ e-o 


シヨート teh ® 作成® 
則除® 

名前の変更 < M > 


4. [危険を認識した上で、ウイザードを使わないでファイルを共有する場合はここをクリック 
してください。]をクリックします。 


share ©ブロパテイ 


全般1共有 I カスタマイズ| 


□一カルでの共有とセキュリティ 


Si 


このフォルダをこのコンピュータのみを使うほかのユーザーと共有する 
には、フォルダ總眉 mise フォルダにドラック•してくだ a 、。 

このフォルダとそのサブフォルダをブライべ一卜(こし自分のみがアクセス 
できるようにするには、次のチ I ックボックスをオンにします。 


□ このフォルダをブライべ'-卜にする ( M 〉 


ネットワーク上での共有とセキュリティ 

J セキュリティ対策により、このコンピュータへのリモートアクセスは無 

iS 1効になっています。ただし、 求、 V 卜つ - われント 7、 V ブ ゥ X?— H 
ゴ^を実行してリモートアクセスと会全なファ K 看を W 力にねこと 
ができます。 


危険有或嫌 U - 卜で•、勹ィサ ー ド有 f 宇わないで•フ7イル有共右寸る 

可, t ポてい,. 


共右トトキ1リ亍ィ J ) 註細!有 表示 I ，まォ》 


J [_ キやンセル 


通用⑻ 


@ メモ 

2回目以降は上記のメッセージは表示されません。この場合は手順6へ進んでください。 


システム®$スウ 


Scan to ファイルサーバ機能を使ってみよう 


3. [共有とセキュリティ]を選択し、 [< フォルダ名〉のプロパティ]画面を表示します。 



フパル® 

編集 (£> 表示㈤お気に入*3(投 

ツ-ル①ヘルブ (H) 


〇戻5 *■ 

〇 ，レ検索 l& y*M 

〇* 


ァドレス©上 

i^CM 




ai^ADOBEAPP 


® 劫 P 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 


€■ 


















































5. [ファイル共有の有効]画面の[ファイル共有を有効にする]にチェックマークを付け、 
[0 K ] ボタンをクリックします。 


ファイル共有の有効 




この]ンビュータの共有をネットワ'■クセットアッブウィザードを使わないで•有効 
にする埸合、この]ンピュータはイン5—ネットからの攻辇を受けや t くなる可能 
性があります。コンピュ-夕を保諸す S ため(こネットワ-クセツトアップウイザ-ド 
を実行することを強く推奨します。 


I ® ラァイル共有を有妫これ’】 


有を有幼にす5 (推奨〉 


J ： 


キゃンセ；レ 


6. [ネットワーク上でこのフォルダを共有する]と[ネットワークユーザーによるファイルの 
変更を許可する]にチェックマークを付けます。 



7. [0 K ] ボタンをクリックし、[くフォルダ名>のプロパティ]画面を閉じます。 


以上で、共有フォルダの設定が完了しました。 


次に「ファイルサーバ送信機能を設定する」 （— P .57) に進んでください。 











































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


Windows Vista の場合 

Windows Vista では、ファイルの共有を前提とした特別なフォルダ（パブリックフォルダ）が 
最初から用意されています。パブリックフォルダを使用して、アクセス制限をしない共有フォル 
ダを設定します。 

@ メモ 

初期設定では、パブリックフォルダは Vista をインストールしたドライブ直下にある[ユーザー]フォル 
ダの下に作成されています。 

ただし、宛先の[フォルダへのパス](― P .65) にパブリックフォルダを指定する場合は、半角英数で指 
定しま"3。 

例： ¥ Public¥share 

參パブリックフォルダを共有する 

1. [スタート]メニューの[コントロール]パネルを選択し、[コントロールパネル]を表示し 
ます。 

2. [ファイルの共有の設定]をクリックし、[ネットワークと共有センター]画面を表示します。 




コントロールバネル ► 



Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 


一|«:—|! 

il * iL — ;::が 


%争#圆 

















@ メモ 

• [共有を有効にして、ネットワークアクセスがある場合はファイルを開くことができるようにす 
る]は選択しないでください。こちらを選択すると、本製品からスキャンした文書を共有フオル 
ダにファイルとして保存することができなくなリます。 

• Windows Vista で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、[続行]をクリックして 
ください。 


Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ •. 



3. [ネットワークと共有センター]画面で、[パブリックフォルダ共有]の横にある下向きの 
矢印をクリックします。 



4. [共有を有効にして、ネットワークアクセスがある場合はファイルを開く、変更する、作成 
することができるようにする]を選択し、[適用]をクリックします。 





3 iig^ii 


A -膂——❿ 

SWAN 抑トワ ー5 2 インターネット 


口ーヵルとインターネ W 卜 
口ーカルエリ巧思！ 



Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 



































6. [パスワード保護の共有を無効にする]をクリックし、 mm ] をクリックします。 


Scan to ファイルサーバ機能を使ってみよう 


5. [パスワード保護共有]の横にある下向きの矢印をクリックします。 


㉘ メモ 

Windows Vista で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、[続行]をクリックしてく 
ださい。 


籲ファイルを保存するフォルダを作成する 

パブリックフォルダの直下にもファイルを保存できますが、ここではパブリックフォルダ内 
に保存用のフォルダを新規に作成しましよう。 

1. エクスプローラなどで、[パブリック]フォルダを表示します。 




Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 



画 


































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


2. [パブリック」フォルダの下に、新規にフォルダを作成します。 



重要 

フォルダ名には半角英数字を使用してください。 


‘チェック 

ここで作成したフォルダ名は、宛先を登録する際に必要になリます。忘れないように、巻末の 
チェツクシート （― P .118) にフォルダ名をメモしておきましよう。 

V? - 

以上で、共有フォルダの設定が完了しました。 


次に「ファイルサーバ送信機能を設定する」（― ' P .57) に進んでください。 





























Scan to ファイルサーバ機能を使ってみよう 




アクセス制限をする共有フォルダを設定する 


アクセス制限をする共有フォルダには、パソコン（ファイルサーバ）に登録されているユーザを、 
共有フォルダにアクセス可能なユーザとして設定します。 


透メモ 

Windows XP Professional をお使いの場合で、簡易ファイル共有が有効になっているときは、以下の手順 
で無効にします。 

. [スタート]メニューから[コントロールパネル]一[フォルダオプション]の順に選択して、[フォル 
ダオプション]画面を表示します。 

• [表示]タブを選択して、[表示]ぺージを表示します。 

• [ S 羊細設定]の[簡易ファイルの共有を使用する（推奨)]のチェックマークをはずします。 

• [0 K ] ボタンを押し、フォルダオプション]画面を閉じます。 


共有フォルダにアクセスするユーザの作成 

共有フォルダにアクセスするユーザは、パソコン（ファイルサーパ）にログオンするときのアカ 
ウントとして、事前に作成しておく必要があります。ここでは、パソコンに新規アカウントを作 
成する手順を説明します。 

@ メモ 

以下の手順で新規アカウント（ユーザ名とパスワード）を作成しなくても、既に登録されているアカウン 
卜を、共有フォルダにアクセスできるユーザとして追加することもできます。この場合、既に登録されて 
いるアカウントにパスワードが設定されていなかったときは、パスワードの作成が必要になります。パス 
ワードを作成すると、パソコンにログオンするときにも、入力を求められるようになります。 


# Windows XP Professional の場合 

1. [スタート]メニューの[コントロールパネル]を選択し、[コントロールパネル]を表示し 
ます。 

2. [ユーザーアカウント]をクリックします。 



Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 













Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


3. [ユーザーアカウント]画面で、[新しいアカウントを作成する]をクリックします。 



4. [新しいアカウントの名前の入力]にユーザ名を入力し、[次へ]をクリックします。 



重要 

ユーザ名は半角英数20文字以内で入力します。 





















Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


5. [制限]を選択し、[アカウントの作成]をクリックします。 


二1ユーザーアカウント r_lfalisi 



6. 作成したユーザをクリックし、[パスワードを作成する]をクリックします。 



Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 





















7. [新しいパスワードの入力]と[新しいパスワードの確認入力]にパスワードを入力し、[パ 
スワードの作成]をクリックします。 



重要 

パスワードは半角英数14文字以内で入力します。 



8. [ユーザーアカウント]画面を閉じます。 
以上で、ユーザの作成が完了しました。 


次に「共有フォルダとアクセス許可を設定する」 P .44) に進んでください。 



























Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


# Windows Vista の場合 

1. [スタート]メニューの[コントロールパネル]を選択し、[コントロールパネル]を表示し 
ます。 

2. [ユーザーアカウントの追加または削除]をクリックします。 



透メモ 

Windows Vista で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、[続行]をクリックしてくだ 
さい。 


3. [アカウントの管理]画面で、[新しいアカウントの作成]をクリックします。 



Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 


































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ •. 



4. [新しいアカウントの作成]画面でユーザ名を入力し、[標準ユーザ]を選択して、[アカウン 
卜の作成]をクリックします。 


©〇,束 «新しいアカウントの作成 


i-i=r-|[-s-ihiaii 




"^1 ! 


アカウントに名雨®付けて、フカウンを通択しま T 

一卜]メニューに表示されます. 




ザ-⑸ ） 


ず-卜 


_ザーは、ほとんどのソフトウェア®使うことができ、他の：!ーザーやコンビユー 


夕の t キユリテイに影 S しないシステム段定を変更 T る ことができます • 

ピュータ 
を离める 


| ©音理者⑷ 

音理者はコンビュータに完全にアクセスでき、どんな25で6行うことができます.コンピュータの 
めるため、管理者は、他のユーザーに影 S のある変更を行う前に萑理者ノ以ワード 
供や確認を求められます. 


セキュリ. 
娜供や 


すべてのアカウントを強力なノてスワードで保護すること®推奨します ■ 
15* アカウントを推奨する理由 


[[ アカウントの作成| |_キ17ン t ル 


重要 

ユーザ 名は半角英数20文字以内で入力します。 



5. [アカウントの変更]画面で作成したユーザをクリックし、[パスワードの作成]をクリックし 
ます。 


同回固 


©〇▼座 «アカウント泛度更 




3 


似っ-ド咖成 ■ 


userl のアカウン NDSM 
)ゥント名の变更 


eaa.-tf- 


田保の3£史 

保護者による制限のセツトア>>プ 
アカウントの®®の変更 
アカウントの削除 
期のアカウン 


Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよう 
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Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


6. [パスワードの作成]画面で、黒い枠で囲まれている2つの欄にパスワードを入力し、[パ 
スワードの作成]をクリックします。 




Pcj-lf-B-llaail 

)，也《 ノ以ヮ-ド®成 

▼卜，1丨 ** 

^^1 


userl のアカウントのノむ^ヮードを作成します 


IS * ューザー 


userl. のノフードを作成しようとしていま T. 

作成すると、 userl は EFS で唷号化されたファイル， Wfeb サイトやネットワークリソースのための個 
人 a 明害や保存してい5ノ《ワ_ドをすべて失います ■ 

今後データを失わないために、 userl に; U ワードリセットデイスクを作成するように嫌んでくださ 


強力なつードの作成方法 


、毎回同じよラに入力する必要があります。 


パスワードのヒントの入力 

)^0- ドのヒントはこのコンピュータを使用 T るすべての人力 ? 見ることができま T. 
/tX ワードのヒントの_ 


フ ーRW 成 11キ1»>&» レ 


重要 

パスワードは半角英数14文字以内で入力します。 


gf チェック 

ここで設定したパスワードは、宛先を登録する際に'必要になります。忘れないように、巻末のチェッ 
クシート（― P .118) にパスワードをメモしておきましよう。 


7. [アカウントの変更]画面を閉じます。 


以上で、ユーザの作成が完了しました。 

次に、「共有フォルダとアクセス許可を設定する」 P .44) に進んでください。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 

































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ •. 



共有フォルダとアクセス許可を設定する 

パソコンにアカウントを作成したら、次は共有フォルダを作成します。共有フォルダには、作成 
したアカウントを共有フォルダにアクセスできるユーザとして追加し、加えてそのユーザのアク 
セス許可も設定します。 


谷 


アクセス許可について 

「アクセス許可」とは、パソコンに登録されているユーザに対して、フォルダやファイル操作の権限を与 
えることを言います。 

アクセス許可には以下の2種類があります。 

•ネットワークのアクセス許可 （— P .46) 

ネットワーク経由で共有フォルダにアクセスするユーザを制限します。 

• 口ー カルのアクセス許可（― P .50) 

パソコンにログオンしたユーザのフォルダへのアクセスを制限します。 

「口ーカルのアクセス許可」は、フォルダのあるドライブが、 NTFS でフォーマットされている場合のみ設 
定できます。 


參 Windows XP Professional の場合 

1. 共有フォルダを設定します。 

①任意のドライブに、共有するフォルダを新規作成します。 

フォルダは、 c ドライブの直下など、わかりやすい場所に作成しておくことをおすすめ 
します。 

例： C:¥share 


重要 

フォルダ名には半角英数字を使用してください。 


¥チェック 

ここで作成したフォルダ名は、宛先を登録する際に必要になります。忘れないように、巻末の 
チェックシート (-> P .118) にフォルダ名をメモしておきましよう。 


②作成したフォルダを右クリックします。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 








Scan to ファイルサーバ機能を使ってみよう 



③[共有とセキュリティ]を選択し、 [< フォルダ名>のプロパティ]画面を表示します。 



④[このフォルダを共有する]を選択します。 



Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 














































2. ネットワークのアクセス許可を設定します。 


ok j r キャンセル ] 適用⑻ 









[|逅加 ( fi ) … 

削除® 

iveryone のアクセス1午可(£〉 

許可 

拒否 


りループ名またはユーザー名 ( Q ): 


共有アクセス許可I 


ネットワークのアクセス許可とは 

ネットワーク経由で共有フォルダにアクセスするユーザを制限します。 

ネットワーク経由で共有フォルダにアクセスしてきたユーザのアカウントがパソコンに登録されて 
いない場合、そのユーザはフォルダへのアクセスを拒否されます。また登録されていても、アクセ 
ス許可を与えられていない場合は、アクセスを拒否されます。 

①[共有]ページで[アクセス許可]ボタンをクリックし、 [< フォルダ名>のアクセス許 
可]画面を表示します。 


②[追加]ボタンをクリックし、[ユーザーまたはグループの選択]画面を表示します。 


I全胺 r 共有_ユリティ Web 共有カス タマイズ！ 

© ■觀職«ュ有 -I 織题 


〇このフォルダを共有しない妙 

丽臟丽 f 誦 

共有名 (U): 

コメント◎: 

ユ'■ザー数制限： 


|share 


® 無制限 M 
〇許可するュ-ザ-数卿： 


紋藏驅盤!織彌ス' 請 J 


. 一のためにアクセス i 午可を設定するには、 D 7 クセス 
許可]をクリ妁してください。 

オフラインアク垃の i 徒を梅成するには、[キヤクシ: J 
をろリックしてください。 


キ”シュ (e)] 


娜な!織®严 5 膽憾編_ 

Windows フ 7 イアウォールの _S 宝有表开 U, ま寸。 


コIキャンセルI丨删⑻ I 


のアクセス許可 


share® ブロバテイ 


□ □□ 

□ □0 
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ぶ3翊潑頌1 ; 爾1薄殺?靜轉 


③[選択するオブジェクト名を入力してください]に、以下の内容を入力します。 
[コンビュータ名]\ [ユーザ名] 



0 メモ 

• T はキーボードの [¥] で入力します。 

. コンピュータ名とユーザ名は、巻末のチェックシート（― P .118) にメモした内容を入力してくだ 
さい0 


④[名前の確認]をクリックし、オブジェクト名が正しく入力されていることを確認します。 


㊣ メモ 

間違ったオブジェクト名が入力されていると、[名前が見つかリません]画面が表示されます。[キャ 
ンセル]をクリックし、コンピュータ名とユーザ名が間違っていないか確認してください。 


⑤ [0 K ] ボタンをクリックし、[ユーザーまたはグループの選択]画面を閉じます。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 






















userl のアクセス許可 0 
f | フルコント□ール 

読み取り 


[OK j 匚キやンセル| [ 通用⑻ ) 


fw Everyone 
c userl ( SWAN ¥ user 1) 


クルーブ名またはユーザー名切: 


共有アクセス許可 I 



⑥ [< フォルダ名> のアクセス許可]画面で、[グループ名またはユーザー名]からアクセス 
を許可するユーザを選択し、[許可]の[フルコントロール]にチェックマークを付けま 
す。 


重要 

本製品でスキヤンしたデータをパソコン（ファイルサーバ）に保存できるようにするため、ここで 
は[フルコントロール]にチェックマークを付けてください。 


のアクセス許可 


Scan to ファイルサーバ機能を使ってみよし 


□ □□ 


S 


mE 


⑦ [ OK ] ボタンをクリックし、 [< フォルダ名>のアクセス許可]画面を閉じます。 































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


⑧ [< フォルダ名>のプロパティ]画面で、[セキュリティ]タブが表示されている場合は、 
P .50 の手順3に進んで口ーカルのアクセス許可を設定してください。[セキュリティ]夕 
ブが表示されていない場合は、 P .52 の手順4に進んでください。 



@ メモ 

次の場合は、[セキュリティ]タブが表示されません。 

• 共有フォルダを設定したドライブが FAT16 または FAT32 でフォーマツトされている場合 
• 簡易ファイル共有が有効になっている場合 



ファイルシステムについて 

Windows で主に使用されているファイルシステムには、 FAT (FAT16、FAT 32) と NTFS がありま 
す。 NTFS は、 FAT よりもセキュリティ面などで優れています。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 


































フルコント□ール 
変更 

_売み取りと実行 

1 - t ) レタ.の内容の一覽表示 

読み取り 

書き込み 


編留® ま 織，を表淑 tt 、® [ 


詳細設定秘 


J Iキャンセル 


適用⑧ 
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口ーカルのアクセス許可を設定する 

共有フォルダを設定したドライブが NTFS でフォーマツトされている場合は、ネツトワーク 
のアクセス許可に加えて、口ーカルのアクセス許可の設定が必要です。 


口ーカルのアクセス許可とは 

パソコン上でのフォルダへのアクセスを制限します。 

たとえば、複数のユーザが同じパソコンを使用している場合、あるユーザが他のユーザの作成した 
フォルダにアクセスしようとしても、許可を与えられていなければアクセスを拒否されます。 

口ーカルのアクセス許可は、共有フォルダのあるドライプが、 NTFS でフォーマットされている場合 
に設定できます。 

① [くフォルダ名>のプロパティ]画面で[セキュリティ]タブをクリックし、[セキュリ 
ティ]ページを表示します。 

② [追加]ボタンをクリックし、[ユーザーまたはグループの選択]画面を表示します。 


全般]&有 「t キュリティ' I* ス5マイズ; J_ 


う'ル-ブ名まユ-ザ-名 (S): 


Administrators (SWAN¥Administrators) 


©CREATOR OWNER 
Everyone 
{^SYSTEM 


< 


Administrators のアクセス i 午可 (P) 


追加 (£〉_.. ~] J— 
許可 


則除® 


拒否 


< 一 - M 

□ □□□□□ 

000000【 
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Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


③[選択するオブジェクト名を入力してください]に、以下の内容を入力します。 
[コンビュータ名]\ [ユーザ名] 



0 メモ 

• T はキーボードの [¥] で入力します。 

. コンピュータ名とユーザ名は、巻末のチェックシート P .118) にメモした内容を入力してくだ 
さい。 


④[名前の確認]をクリックし、オブジェクト名が正しく入力されていることを確認します。 


@ メモ 

間違ったオブジェクト名が入力されていると、[名前が見つかりません]画面が表示されます。[キャ 
ンセル]をクリックし、コンピュータ名とユーザ名が間違っていないか確認してください。 


⑤ [0 K ] ボタンをクリックし、[ユーザーまたはグループの選択]画面を閉じます。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 






















fl フルコント□ール 


読み取りと実行 

フォルタ■の内容の一覽表示 

読み取り 

書き込み 


S 籍错 M 悪 , 加表淑は、® [ 


詳細設定必 


[ 追加必 ..II 則除 (B) 

userl のアクセス許可史） 許可 拒否 



^ Administrators (SWAN¥Administrators) 
¢2 CREATOR OWNER 
SYSTEM 

C userl SWAN¥user1) 


r ok ) i キャンセル i 匚通用⑻ 


全般I共有 T セキュリティ |土スタマィズ| 
ク•ルーブ名またはユーザー名(珍 



⑥[セキュリティ]ぺージで、[グループ名またはユーザー名]からアクセスを許可する 
ユーザを選択し、[許可]の[フルコントロール]にチェックマークを付けます。 


重要 

本製品でスキヤンしたデータをパソコン（ファイルサーパ）に保存できるようにするため、ここで 
は[フルコントロール]にチェックマークを付けてください。 

4. [0 K ] ボタンをクリックし、 [く フォルダ名>のプロパティ]画面を閉じます。 


以上で、共有フォルダとアクセス許可の設定が完了しました。 

次に「ファイルサーバ送信機能を設定する」 P .57) に進んでください。 


Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ-. 


□□□□□□ 

E-m 0 0 0 0 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 
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參 Windows Vista の場合 

1. 任意のドライブに、共有するフォルダを新規作成します。 

フォルダは、 c ドライブの直下など、わかりやすい場所に作成しておくことをおすすめします。 
例： C:¥share 


重要 

フォルダ名には半角英数字を使用してください。 


gf チェック 

ここで作成したフォルダ名は、宛先を登録する際に必要になります。忘れないように、巻末の 
チェツクシート（― P .118) にフォルダ名をメモしておきましよう。 


L . 作成したフォルダを右クリックします。 

3. [共有]を選択し、[ファイルの共有]画面を表示します。 


@o，i^ ► コンビユータ ► □一カリレデイスク （c:) ► 検索 

SS に入りリンク 名明 

_ L Proqram R 

1ドキュメント ： 

_ share 

■ B ピウチ 

m [ ノァ ， j Windows 

6 1 ミュ -2； ック J ュ-ザ- 

I S 断 ® s 更 
B 赌 

| ▲ ノヴリック 


更新日時 

2006/11/02 22:01 


H<(0) 

エクスプローラ(X) 

给 


フアイ•(レフォ 
*4 レフオノレ i 
レフオ^^ 
レフオノ K 


切*3取 OCT ) 

コピ -(C) 

シヨートカ s< 成 (S) 

■邮) 

名萌の変更 (M) 

プロノげィ (R) 


4. [追加]の左側の [▼] をクリックし、 P .42 で作成したユーザを選択して、[追加]をクリッ 
クします。 


uS フアイノ！/® 


固 


共有®行う人々を通んでください 


人々が共有したフアイ J レ v アクす S ためには、ユーザーアカウントと; U ワードが必要で T. l 
の設定を変更 TS には ネットワークと共有センター を使用してください • 



Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 


€■ 






































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ •. 



). 追加したユーザを選択し、[投稿者]または[共同所有者]にチェックマークを付けて、[共 
有]をクリックします。 



@ メモ 

.Windows Vista で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、[続行]をクリックして 
ください。 

• Windows Vista のアクセス許可について 
閲覧者：ファイルの閲覧のみ可能です。 

投稿者：ファイルの作成、変更、削除が可能です。ただし、アクセス許可の変更はできません。 
共同所有者：ファイルの作成、変更、削除、アクセス許可の変更など、すべてのファイル操作が 
可能です。 

6. [終了]ボタンをクリックし、[ファイルの共有]画面を閉じます。 


以上で、共有フォルダとアクセス許可の設定が完了しました。 

次に「ファイルサーバ送信機能を設定する」 P .57) に進んでください。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 




























P .44 から P .54 の手順では、本製品から共有フォルタにデータを送信（書き込み）できるようにするた 
めに、共有フォルダの 「 userl 」 のアクセス許可を「フルコントロール」に設定しました。 

これに対し、ネットワーク上のパソコンとファイルサーバ間のファイル共有の場合には、以下のとお 
リアクセス許可の設定を使いわけ、ユーザアカウントごとに異なる権限を与えることができます。 

@ メモ 

ネットワーク経由で共有フォルダにアクセスするには、「ネットワークのアクセス許可」と「口ーカルの 
アクセス許可」のどちらも設定する必要があり、より厳しい方のアクセス許可が適用されます。 
ネットワークのアクセス許可を「フルコントロール」に設定し、ローカルのアクセス許可で詳細な設定す 
ると、アクセス許可の管理が簡単になります。 


「userl」 としてネットワーク経由で 
共有フォルダにアクセス 


「user2」 としてネットワーク経由で 
共有フォルダにアクセス 


「user3」 としてネットワーク経由で 
共有フォルダにアクセス 



ネットワークのアクセス許可 
ユーザ名： userl 

アクセス許可： フルコン ト ロール 

口ー カルのアクセス許可 
ユーザ名： 

アクセス許可： 

0 


userl 

フルコントロール 



ネットワークのアクセス許可 
ユーザ名： user2 

アクセス許可： フルコントロール 

◊ 

口ー カルのアクセス許可 
ユーザ名： user2 

アクセス許可： 読み取リ 

0 



ネットワークのアクセス許可 
ユーザ名： user3 

アクセス許可： フルコントロール 

0 

口ー カルのアクセス許可 
ユーザ名： user3 

アクセス許可： 変更 

◊ 


最終的なアクセス許可：「フルコントロール」 最終的なアクセス許可：「読み取リ」 


最終的なアクセス許可：「変更」 





共有フォルダ 


Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ . 
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詳細なアクセス許可について 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 













②メモ 

• Windows XP Professional で P.55 のように設定するには、 P.44 から P.52 の手順を参考に、それぞれの 
ユーザアカウントごとに異なる権限を設定してください。 

• Windows Vista で P.55 のように設定するには、 P.53 から P.54 の手順を参考に、それぞれのユーザアカ 
ウントごとに異なる権限を設定してください。 

なお、 Windows Vista の場合、口ーカルのアクセス許可の設定画面は以下の手順で表示します。 

-エクスプローラなどで共有するフォルダを右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

—[共有]ページで[詳細な共有]をクリックします。 




Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ 


ファイルサーバ送信機能を設定する 

パソコン側の設定が完了したら、次は本製品側のファイルサーバ送信機能を設定しましよう。 

1. リモート UI を起動し、管理者モードでログインします。 

@ メモ 

リモート UI の起動方法については、「リモート UI の起動方法」（— "P.19) を参照してください。 

2. [デバイス]の下の[ネットワーク]をクリックします。 

[ネットワーク]が表示されていない場合は、[デバイス]をクリックしてください。 




< s > 



帽可笔 rr. 
詨み込み可能です. 
フ7■クス可@です. 


►酉通紙 

&當適紙 


mm 


m 
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3. [変更]をクリックします。 


7 ?-fiHD *车< 


.SWfi あ 〒, M S«;AD® 'V-ilfD ftjww 

ORs - 〇 - g] gg « pm ☆tiscw e10- a g 


lagg 


hHoy/ 1 SE 168 ^ 2 E 8 //olhlml 



1編 レ 


mm 


•lV 5 r 7 エース： 
Ethernet ドライ/ S 設定： 
伝 SJS 度： 

MAC アドレス： 
snivpS 使用： 
コミュニティ名 1 : 

35ュニティ = S 2 : 

SNIVP 害き込み可能1: 
SNIVP 害き込み可能2 : 
専用ポート設定： 


Fast Ethernet 10/IOOBasaT 

自動技出 

100IVhp3 

00 00 85 8 BE5 07 


№7ドレスを自胸こ取得 
DHCP : 

BOOTP : 

RARP : 


オフ 

オフ 


IP アドレス： 

サブネ外マスク： 
ゲー!'ウ 1-1 •アドレス： 
DNS-^5 - <7W— : 
DNSt 打ノ: S リサーバ： 
DNSJti スト名： 


192.168 .222.58 
255.255 .255.0 
192.168 .2 22.1 
192.168. 222.10 

Canon8BE567 


4. スクロールパーを使用して、画面を下にスクロールさせます。 


77-flMD SS(E) feT.M S«;AD® ツ - ル ® A ル : 

OE 3 • O ■ 13 3 tt P «* ■，: b « CA.O © | 0- 国 
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① SMB クライアントを使用（必須）： 

② サーバ名（任意）： 


5. ファイルサーバ送信機能を設定します。 


〇戻 s - 〇 - a isi -d 广，幸 tubcao e u :- a . / c 


7f k>,©Jig| Htto//192168^S8/=diUsi>!lhliiil 



専用ポートを使用： 
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©自動 f 拙〇手動検出 
通信放. 

Ehternet の種類： 


[オン]を選択します。本製品のファイルサーバ送 
信機能が使用できるようになります。 
エクスプローラなどで開いたときに表示される 
ネットワーク上の本製品の名前を入力します（半 
角カタカナ、英数字で最大15文字。スペースの入 
力は不可)。 

例： My_printer 

たとえば WindowsXP では、 エクスプローラ 上で 
以下のように表示されます。 


Canon 

0 回® 

7?イル®篇集® KSCW test 入り凶ツ-ル®ヘルプ QD 
〇戻5 ▼ 〇 - 沒| P 枝索& 7* ル 9. 卽 


アドレス®ネ Canon 

叫 H 撇 

1ネ，トヮ…スク On ■涵1 



よ ネ|トワブレース SiffllD 
峻ネットヮ-挪鞔練〒す§ 
^ホーム/小規模オフィスのネ9 
* トワ-典セットアップ?5 
^ホーム/小規棋オフィスの 1 M 
ャ g スネ9 许 tsr トア 

為織レ产ピ H 

ik ネ补ワー5(こ招規して (■« 
UPnP デバイス®アイコンを 
表〒 't5 


その他 

Microsoft Window 
^ Network 
^マイ： D ビユ -«! 
□マイ卜 
^共有!^ント 


逆 



①②③④⑤ 
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■P 
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③ワークグループ名（任意） 


送信先のパソコン（スキヤンした文書をファイル 
として保存するための共有フォルダがあるバソコ 
ン）と同じワークグループ名を入力します（半角 
カタカナ、英数字で最大15文字。 スペースの 入力 
は不可)。設定したワークグループの中の機器とし 
て、ネットワーク上に本製品が表示されます。送 
信先のパソコンにワークグループが設定されてい 
ない場合は、空欄のままにします。 

Windows XP では、[システムのプロパテイ]画面 
から、ワークグループ名が確認できます。 


システム®ブ□パテイ 


全般 コン.ヒハ.-ドウエア 詳細設定 システムの m 元自觔更新リモート 


次の惜報を使ってネットワ-ク上で•この]ンピュ-夕を識別します。 
コンビュ-⑽説明必 [ 


フルコンピュータ名： 


例: w キッチ：/®]ンビュ'•ダ、"仕事用]ンピュ-ダ 
SWAN. 


沈翻通溫«跑«し ド、刪剛 


翻した咖 ■更⑽ 


変更 ( S )... I 


J [ キャンセル 


Windows Vista では、[システム]画面から、ワー 
ク グルー プ名が確認できます。 


1：?| ► コントロールパネル ► 





Windows Edltia 
Windows Vi 


Copyright © 2006 Microsoft Corporation. All rii 
Windows Vista をアプクレードす S(S) 


プ Qt.y サ： 
メモリ (RAM): 
システム®®*: 


Windows エクスペリIンスイ>?ックス 
AMD Athlon(tm) 64 X2 Dual Core Processor 3800+ 


32 ピ s /トオ 


コンビュータ名、ドメイン S よびワーククループの段定 
3ンビュータ名： SWAN 

フルコンピュータ名： SWAN 


Windows ライセンス gfl 
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Scan to ファイルサーバ機能を使ってみよう 


④ コメント（任意）： コメントを入力します（半角カタカナ、英数字で 

最大48文字)。ここで入力したコメントは、ネッ 
トワーク上に表示されます。 

⑤ LM アナウンスを使用（任意）： 本製品の存在を LAN Manager に通知するかどうか 

を設定します。ネットワーク上の混雑を避けたい 
場合は、[オフ]のままにします。 

6. 設定内容を確認したら、スクロールバーを使用して、画面を上にスクロールさせます。 
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7. [0 K ] をクリックします。 


I S 里® SSW SSt;AD® ッ -It® へルブ》 

- 〇 ■ a a © * h«cw e； o- is 


iafaa 



8. いったん本製品の主電源スイッチを切リ、1〇秒待ってから再び主電源スイッチを入れてく 
ださい。 


重要 


設定を有効にするには、本製品の再起動が必要です。 


以上で、ファイルサーバ送信機能の設定が完了しました。 

次に「宛先を登録する（ファイルサーバ)」 （—P.63) に進んでください。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


宛先を登録する（ファイルサーバ） 

本製品でスキャンした文書をファイルとしてパソコン（ファイルサーバ）へ送信するには、送信 
先のコンピュータ名や共有フォルダの情報などを、本製品に宛先として登録する必要があリま 
す。 

1. リモート UI を起動し、管理者モードでログインします。 

㉘ メモ 

リモート UI の起動方法については、「リモート UI の起動方法」（— >P.19) を参照してください。 


2. [アドレス]をクリックし、メニューから[ワンタッチダイヤル]または[短縮ダイヤル] 
を選択します。 



㊣ メモ 

[ワンタッチダイヤル]または[短縮ダイヤル]に宛先を登録しておくと、本製品の操作パネルのワ 
ンタッチダイヤルキーまたは[短縮]キーを使用して、ファイルサーパにファイルを送信すること 
ができます。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 
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3. [未登録]をクリックします。 



4. [通信の種類]から[ファイル]を選択します。 


方ィル€> SS® KSW SSt;A0® '^-iKD n ルゴ》 

<JE3 • «> - SI g| ft 幸 '. hSCAd ® | 0 •&囝 


■aiakai 


アドレス©) JJHhllo" 19211 )8 级 58/jdiLadishUlOTn:! 



Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 



















































5. 以下を入力します。 


s ベー;?槪〒綱 w 


① 名前（任意）： 

② プロトコル： 

③ ホスト名（必須）： 

④ フオルダへのパス 

mn ) : 


⑤ュ- ザ名（任意）： 


⑥パスワード（任意） 


送信先の名前を入力します（半角カタカナ、英数字で最大16文 
字)。入力した名前が宛先表に表示されます。 

[ SMB ] 固定です。 

巻末のチェックシー ト （— P .118) に メモした [コンピュータ 
名]を入力します。 

巻末のチェックシート （— P .118) にメモした[フォルダ名]を 
入力します。フォルダ名の前には" ¥" を付けます。 

例 ： ¥share 

共有フォルダの下にさらにフォルダを作成した場合は、その 
フォルダ名も入力します。フォルダ名は"¥〃 で区切ります。 

例： ¥ share¥images 

Windows Vista でパブリックフォルダ共有（― ■ P .33) を設定し 
た場合は、パブリックフォルダとその下のフォルダを" ¥" で区 
切り、以下のように入力します。 

例： ¥ Public¥share 

アクセス制限をする共有フォルダにファイルを送信する場合 
は、巻末のチェックシート （— P .118) にメモした[ユーザ名] 
を入力します。アクセス制限をしない共有フォルダにファイル 
を送信する場合は、空欄のままにします。 

アクセス制限をする共有フォルダにファイルを送信する場合 
は、巻末のチェックシート （— P .118) にメモした[パスワー 
ド]を入力します。アクセス制限をしない共有フォルダファイ 
ルを送信する場合は、空欄のままにします。 


■¥ 




暴 
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① © ③④⑤⑥ 








































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 
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6. 設定内容を確認したら、 [0 K ] をクリックします。 




S ペー ;？)# 表し S 


通信の種鏡: I フバル al 


■ 麵 HI 





以上で、宛先の設定が完了しました。 

次に「ファイルサーバへ送信する」(- >• P .70) に進んでください。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 

























宛先の登録内容を表示/修正するには 

登録した内容に間違いがあった場合は以下の手順で修正します。 

1. 宛先の登録内容を表示するには、宛先の名前をクリックします。 



or® • o - a a ft pm tih9EM e10- ^ □ b 


."'1|l|hl(D//1Sei68S 

X 

50/j*5Hml!Un=l 政 I 0 獅 

_ UF408O 羽 T ) 

s 

®a 老モ ー p 


Q1 11 I file aerver 1 SN® SWAN 


02 [B ン■■、，一 

3 •ドレス 1 

ffl 圍 

Ik 

■ 8 S ダイヤル 

* sas^tjk 

M H 

ffi 国 紐 B 

Qi 圍 趟段 

ox 圍 雜 a 

逛圆 转録 

3 

盈ベー; w* 示* ntw： • イン s- ネ -j 卜 


宛先の登録内容が表示されます。 

2. 登録内容を修正したい場合は、[編集]をクリックします。 



75ィ|い£) SK® SSW sa.-AO® ツ -il.® A ル: JM 
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Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 













































Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 
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3. [宛先の編集]画面で修正したい項目を設定します。 


7?イル© SS<£) KSW '^-iKD n ルゴ® 

ora • 〇 • a a ； ( hscAo © | ts- & 鼴 li a 

7KW®> I® hilpy'/iseia 822258 /Jdiijdisrtmmn^ 


■Bal 


x\ 




® 信の插房:ファイル 


フオルタへのバス： 


u ワードを変更 r る 



ベ -; wsssniu ： 


4. 内容を確認したら、 [0 K ] をクリックします。 


7?ィル€> SS® SSW sa： AD® '^-JKD ajW« 

〇窃 • 〇 a a <s ,p«* ■ hMAo ® 1 3, 《 ■ l' a 


■aaH 

n 


3 I t r ld@J®hllti〃1921D8^58/sdiLadis«ilimn=1 


X 

mxEi^am 






通信の種*:ファイル 


名前. 

プ□トコル： 

ホスト名： 

フォル:へのパス. 

ユ-■ザ名： 

•? スワードを ast ■る 



Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよぅ 












































































登録した宛先を削除するには 

1. 削除したい名前の左にあるチェックボックスを選択し、[多]]をクリックします。 

宛先が削除されます。 



@ メモ 

いったん削除した宛先は元に戻せません。 


Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ . 


Scan to ファイルサ—バ機能を使つてみよう 
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ファイルサーバへ送信する 

••參參參•參《參_參參•參參•拳•參•參參參參•參參 •》 •參•參••參參參•參參參•參•參參參參鲁•參參參••參參•••拳** 

登録した宛先（ファイルサーバ）に文書を送信してみましよう。 

正しく設定できていれば、スキヤンした文書がファイルとしてファイルサーバの共有フォルダに 
保存されます。 

@ メモ 

送信されるファイル形式の初期値は、 PDF ファイルに設定されています。 


1. 原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセツトします。 

複数原稿をスキャンする場合は、 ADF を使ってスキャンしてください。 





Scan to ファイルサーバ機能を使ってみよう 


2. [送信/ファクス]を繰り返し押して、くデン シメー ル： カラー >またはくデン シメー ル： 
シロクロ>を選択し、 [0 K ] を押します。 


@ メモ 

本製品がスリープモードの状態になっている場合、 LCD ディスプレイには何も表示されず、[節電] 
キーがグリーンに点灯しています。その場合、[節電]キーを押し、スリープモードから復帰させて 
ください。 



<デンシメール：カラー> :カラー画像のファイルを共有フォルダに送信します。 
<デンシメール：シロクロ> :白黒画像のファイルを共有フォルダに送信します。 

3. 宛先を登録したワンタッチダイヤル （01 〜08)、または短縮ダイヤル（000〜 191) を選 
択します。 

「宛先を登録する（ファイルサーバ)」(-^ P .63) で登録したワンタッチダイヤル、または短 
縮ダイヤルの番号を選択してください。 

• ワンタッチダイヤルに登録した場合 

ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押します。 



Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 
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Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよ •. 



• 短縮ダイヤルに登録した場合 

[短縮]を押し、テンキーを使って3桁の番号（000〜 191) を入力します。 



4. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 [- 一]または [+ H を押して原稿サイズを選択 
し、 [0 K ] を押します。 



❺メモ 

ファイル形式や解像度などを詳細に設定したい場合は、[スタート]の前に [0K] を押します。 
文書の読み込み設定の詳細については、製品付属の CD-ROM に収録されている操作力' YF (総合 
編)「第4章送信と受信『読み込み設定』『画像/原稿の設定を調節する(電子メール/ファイルサー 
パ送信』」 を参照してください。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよう 


5. 原稿が読み込まれ、ファイルサーバに送信されます。 





























Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


6. ファイルサーバに送信されたファイルが保存されているか、確認します。 

エクスプローラ などで送信先の共有フォルダを開きます。読み込まれた原稿が正しく送信さ 
れていれば、共有フォルダ内にファイルが保存されています。 



@ メモ 

ファイルは、0001_0001から連続した番号のファイル名で保存されます。 


• ファイルが保存されていない場合 

• 今まで行ってきた設定が正しいかどうか、再度確認してください。 

• エラー送信レポートがプリントされた場合は、エラーコードから原因を調べることができます。 
詳しくは「困ったときには」の「エラー送信レポートがプリントされた」 （—P.108) を参照して 
ください。 


Scan to ファイルサ—バ機能を使ってみよぅ 
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受信したファクスを取引先別にファイルサーバに保存する 

複数の取引先から、毎日たくさんのファクスが送られてきます。ファクスを仕分けているとき 
に、こんなことを思つたことはありませんか？ 

• ファクスの紙代がかさむ 

• 取引先からのファクスの仕分が面倒 

• 電子化して保存したい 

本製品の転送機能と Scan to ファイルサーバ機能を組み合わせて使用すると、受信したファクス 
をファイルに変換し、直接ファイルサーバの共有フォルダに転送することができます。複数ある 
取引先の転送条件をそれぞれ設定しておけば、設定した取引先からファクスを受信するたびに 
指定のフォルダにファイルが保存され、紙代の節約、仕分けにかかる時間の短縮、ファクスの電 
子化がすべて同時に可能となります。 



取引先 B からのファックス 




取引先 A 用共有フォルダ 


取引先 B 用共有フォルダ 


社内 PC 



転送条件の設定手順 

受信したファクスを指定のフォルダに転送するには、リモート UI から、以下の手順で転送条件 
を設定します。条件ありの転送条件は10件まで登録できます。また、条件なしの転送条件は 
ファクスの種類ごとに1件ずつ登録できます。 

@ メモ 

リモート UI の起動方法については「リモート UI の起動方法」 （—P.19) を、転送設定の詳細については 
製品付属の CD-ROM に収録されている操作力 YF (総合編)「第7章リモート UI 『転送の設定をする』」 

を参照してください。 


1. リモート UI を起動します。 

2. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[転送設定]を選択します。 











Scan to フアイルサーバ機能を使ってみよう 


3 . [ai (転送設定の追加）をクリックします。 

4 . 以下のように設定します。 



項目 

設定値 

①受信手段（必須） 

[ファクス] 

②転送条件名（任意） 

company_A 

③転送条件（必須） 

[と等しい] 03 xxxxxxxx 

④転送先（必須” 

「転送先」の欄には、宛先表に登録されている 
名前が表示されます。 

宛先表の[フォルダへのパス]に、以下のよ 
うに入力しておきます。 

例： ¥ fax ¥ copmany_A 

⑤ファイル形式（必須） 

[ TIFF ] または [ PDF ] 


転送先のフォルダのパスは、あらかじめ宛先表に登録しておく必要があります。 
宛先の登録方法については、「宛先を登録する（ファイルサーバ)」 (-> P .63) を参照して 
ください。 


5 . [この転送条件を有効にする]にチェックマークを付け、転送条件を有効にします。 

6 . 設定内容を確認したら、 [ ok ] をクリックします。 







































ここでは、 Scan to E-Mail 機能を使い、本製品でスキャンした原稿を E-Mail に添付して送付する 
手順について説明します。 

Scan to E-Mail 機能を使うには、以下の設定が必要です。 

Scan to E - Mail 機能に必要な情報を確認する ( P .10) 

電子メールソフトの設定を確認しておきます。 


ネットワークケーブルの接続（― P .14) 

本製品をネットワーク環境に接続します。 


IP アドレスの設定と確認（— P .15) 

IP アドレスが正しく設定されているかどうかを確認します。 


リモート UI の起動方法の確認（— P .18) 

本製品の設定を行うための「リモート UI 」 の起動方法を確認します。 


電子メール送信機能の設定（― P .77) 

リモート ui を使用して、電子メールを送信するための設定を行います。 


電子メール受信機能の設定 KP .95) * 

電子メールを受信するための設定を行います。 


( プロパイダが認証方式に POP before SMTP 認証を採用している場合はこの 
設定が必要です。認証が必要ない場合や SMTP 誌証の場合は、この設定は 
必要ありません。 



宛先（送信先の電子メールアドレス）の登録 （— P .83) 



リモート UI を使用して、宛先を登録します。 

_ J 

♦ 


電子メールの送信（― P .90) 



実際に、登録した宛先に電子メールを送信してみましよう。 



Scan to E-Mail 機能を 
使ってみよう 


Scan to E-Mail 機能を使つてみよう 



















Scan to E - Mail 機能を使ってみよ ■. 




電子メールの送信機能を設定する 


ここでは、電子メールの送信に必要なメールサーバやユーザ名、パスワード等の情報を本製品に 
設定します。 

@ メモ 

設定に必要な項目は、認証方式によって異なります。 


リモート UI を起動し、管理者モードでログインします。 

@ メモ 

リモート UI の起動方法については、「リモート UI の起動方法」 （— P .19) を参照してください。 


2. [デバイス]の下の[ネットワーク]をクリックします。 

[ネットワーク]が表示されていない場合は、[デバイス]をクリックしてください。 
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3. [変更] 


4. スクロ 



をクリックします。 
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•lV5r7 エース： 
Ethernet ドライ/ S 設定： 
伝 SJS 度： 

MAC アドレス： 
snivpS 使用： 
コミュニティ名 1 : 

35ュニティ =S2 : 

SNIVP 害き込み可能1: 
SNIVP 害き込み可能2 : 
専用ポート設定： 


Fast Ethernet 10/IOOBasaT 

自動技出 

100IVhp3 

00 00 85 8 BE5 07 


№7ドレスを自胸こ取得 
DHCP : 

BOOTP : 

RARP : 


オフ 

オフ 


IP アドレス： 

サ》マスク： 
ゲー!'ウ 1-1 •アドレス： 
DNS-^5 - <7W— : 
DNSt 打ノ: S リサーバ： 
DNSJti スト名： 


192.168 .222.58 
255.255 .255.0 
192.168 .2 22.1 
192.168. 222.10 

Canon8BE567 


ールバーを使用して、画面を下にスクロールさせます。 


77-flMD SS(E) feT.M S«;AD® ツ-ル® A ル: 
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1以下のょぅ1こ設定を変 Uf。 

I設定 gs(3 次回主電 i 原 0NB 寺より有効!:なります。 
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口] p アドしス s 目動的 ias 得する 


ip アドレス： 

わ.ネットマスク： 

ゲー W ェ心 n- ス. 
DNS ブラ々」サ ー“. 
DNSttr ノダリサーパ 
»1帥スト名： 

DNS ドメイV名： 

DNS® 動的®斤 

_SI こよる名前傾夬 
WINS サー/ \|SS： : 



オンオフ 
オン-オフ 
オン、わ 


勿 


HTTP を使用— 
ポート番号跪 
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5. 電子メールの送信機能を設定します。 



① SMTP サーバ（必須）： 巻末のチェツクシート （— P .118) にメモした [SMTP 

サーバアドレス]を入力します。 

② 電子メールアドレス（任意）：本製品用の電子メールアドレスが設定されている場合 

は、そのアドレスを入力します。未入力でもかまいま 
せん。 


@ メモ 

メールを送信する際に認証が必要ない場合は、手順7に進んでください。 



































① SMTP 認証 (SMTP AUTH ) する（必須）： 

② ユーザ名（必須）： 

③ パスワ-ド（必須）： 



[オン]を選択します。 

巻末の チェックシー ト （— P .118) にメモし 
た[認証方式]の [SMTP ユーザ 名]を入力 
します。 

巻末のチェックシート （— P .118) にメモし 
た[認証方式]の [ SMTP パスワード]を入 
力します。 


6. 認証方法を設定します。 

• SMTP 認証を使用する場合 


I SSI: 入。® ツ -IMD n ル：; W 





SMTP 認証とは 

SMTP サーバでユーザ名とパスワードを確認したあと、電子メールを送信する認証方式です。 



































• POP before SMTP 認証を使用する場合 

プロバイダが認証方式に POP before SMTP 認証を採用している場合は、まず「電子メー 
ルを受信するには」 (— P .95) を参照して電子メール受信機能の設定をし、そのあと以下 
の設定を行ってください。 



①送信前の POP 認証： [オン]を選択します。 



POP before SMTP とは 

—度 POP サーパにアクセスし、 POP アドレスと POP パスワードを確認してから電子メールを送信 
する認証方式です。 
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\ 設定内容を確認したら、スクロールバーを使用して、画面を上にスクロールさせます。 


方ィル€> SS® SSW SSt;ACI® »j-jKD へルゴ》 

OR ® - 〇 . S 0 ft P » 幸 *HSCAO ® | 0- 4 ET . L 



8 . [ OK ] をクリックします。 


方イル© »«<£) SSW SSI；AD® '^-Jl© へルゴ» 

〇戻 s - 〇 - a a ft Ptt 幸六 hWM •© I な rr . 


IBBS1 
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9. いったん本製品の主電源スイッチを切り、1〇秒待ってから再び主電源スイッチを入れてく 
ださい。 

重要 

設定を有効にするには、本製品の再起動が必要です。 

以上で、電子メールを送信するための設定が完了しました。 

次に「宛先を登録する（電子メールアドレス)」 P.83) に進んでください。 

宛先を登録する（電子メールアドレス） 

送信先の電子メールアドレスを本製品に登録します。 

1. リモート UI を起動し、管理者モードでログインします。 

透メモ 

リモート UI の起動方法については、「リモート UI の起動方法」（― P .19) を参照してください。 
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2. [アドレス]をクリックし、メニューから[ワンタッチダイヤル]または[短縮ダイヤル] 
を選択します。 




■Hiaiai 



@ メモ 

[ワンタッチダイヤル]または[短縮ダイヤル]に宛先を登録すると、本製品の操作パネルのワン 
タッチダイヤルキーまたは[短縮]キーを使用して、電子メールを送信することができます。 


3. [未登録]をクリックします。 


ip 
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4. [通信の種類]から[電子メール]を選択します。 


tWii.© SK® SFSM SSl;AD® »j-iKD 
〇戻 5 - 〇 - SI 团 ft P » 索 ■'! •© | 0- & ® 


■■ h 尸 



). 以下を入力します。 


_77心 !■© SS<E) SSW 8« こ入 CI® '>-11.© ヘルプ <H> 
OK3 - 〇 ■ a a ft I pa* *isa ：ah © | 公- i 
アル聯 |@ hiW/ 192.1 ra 级 58/_a)ii_a*shMil?dn:l 


■aisiH 



①名前（任意）： 


②メールアドレス（必須）： 


送信先の名前を入力します（半角カタカナ、英数字で最大 
16文字)。入力した名前が宛先表に表示されます。 

送信先の電子メールアドレスを入力します。ここでは、テ 
スト用に自分の電子メールアドレスを入力してください。 
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Scan to E-Mail 機能を使ってみよ •. 



6 . 設定内容を確認したら、 [0 K ] をクリックします。 


iagai 


アド kHOMjgl Htto//1S£168^E8/.tdiljidishtmlMn=l 


通信の種類: I 肝トル_ 







以上で、宛先の登録が完了しました。 

次に「電子メールを送信する」（― ^.90) に進んでください。 
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宛先の登録内容を表示/修正するには 


登録した内容に間違いがあった場合は以下の手順で修正します。 

宛先の登録内容を表示するには、宛先の名前をクリックします。 



へ ■- ； »* 示 Sft* し fe 


宛先の登録内容が表示されます。 

2. 登録内容を修正したい場合は、[編集]をクリックします。 


. ■ „ v "_i _i 


7r<im S#(D SSW SSKA り ® 'V-JKD 

a a ft hSCAO 


アドレス < _ /192 6S^Pi 

X 


lOS^Hfl/jjop.adrshtinna-pl 




2ii23iS££E 



通信®麟 
電子メールアドレス： 


電子メール 


a ベ-'; W* 示 SHiW: 
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L 


3. [宛先の編集]画面で修正したい項目を設定します。 



4. 内容を確認したら、 [0 K ] をクリックします。 
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登録した宛先を削除するには 

1. 削除したい名前の左にあるチェックボックスを選択し、[多]]をクリックします。 

宛先が削除されます。 



@ メモ 

いったん削除した宛先は元に戻せません。 






























電子メールを送信する 

•參參•參參參參參參•參•參參參參參參參參參參參•參參••參參參參參參•參參參參參參參___參參參參參參參•鲁參參參•奉•參參參參•參•參 

登録した宛先に電子メールを送信してみましよう。 

正しく設定できていれば、スキャンした文書がファイルとして電子メールに添付され、送信先に 
送られます。 


@ メモ 

添付されるファイル形式の初期値は、 PDF ファイルに設定されています。 

1. 原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセツトします。 

複数原稿をスキャンする場合は、 ADF を使ってスキャンしてください。 





2. [送信/ファクス]を繰り返し押して、くデン シメー ル： カラー >またはくデン シメー ル： 
シロクロ>を選択し、 [0 K ] を押します。 


㉘ メモ 

本製品がスリープモードの状態になっている場合、 LCD ディスプレイには何も表示されず、[節電] 
キーがグリーンに点灯しています。その場合、[節電]キーを押し、スリープモードから復帰させて 
ください。 



<デンシメール：カラー> : カラー画像のファイルが添付された電子メールを送信し 

ます。 

<デンシメール：シロクロ> :白黒画像のファイルが添付された電子メールを送信し 

ます。 
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3. 宛先を登録したワンタッチダイヤル （01 〜08)、または短縮ダイヤル（000〜 191) を選 
択します。 

「宛先を登録する（電子メールアドレス)」 (-> P .83) で登録したワンタッチダイヤル、また 
は短縮ダイヤルの番号を選択してください。 

• ワンタッチダイヤルに登録した場合 

ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押します。 



• 短縮ダイヤルに登録した場合 

[短縮]を押し、テンキーを使って3桁の番号（000〜 191) を入力します。 
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4. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 [< 一]または[+ ►] を押して原稿サイズを選択 
し、 [0 K ] を押します。 



㊣ メモ 

ファイル形式や解像度などを詳細に設定したい場合は、[スタート]の前に [0 K ] を押します。文 
書の読み込み設定の詳細については、製品付属の CD - ROM に収録されている操作ガ Y ド (総合編) 
「第4章送信と受信 F 読み込み設定』『画像/原稿の設定を調節する(電子メール/ファイルサーバ 
送信)』」 を参照してください。 


5. 原稿が読み込まれ、電子メールで送信されます。 
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電子メールの受信を確認するには 

送信した電子メールが正しく受信できているかどうか、電子メールソフトを使用して確認してみ 
ましよつ。 

正しく受信できている場合は、本製品から電子メールが届きます。送信者欄には、本製品に登録 
されているユーザ略称が表示されます。 



@ メモ 

• ユーザ略称が本製品に登録されていない場合、送信者欄には P .79 の②で登録した電子メールアドレス 
が表示されます。 

• ユーザ 略称、電子メールアドレスのどちらも登録されていない場合、送信者欄には何も表示されませ 

• ユーザ略称の登録方法については、 スタートアップガイド「発信元の情報を登録する 」を参照してくだ 
さい 0 

• 電子メールには、スキヤンした原稿がファイルとして添付されています。 

• ファイルは、0001_0001から連続した番号のファイル名で添付されます。 


• 電子メ ールを受信できない場合 

• 今まで行ってきた設定が正しいかどうか、再度確認してください。 

• エラー送信レポートがプリントされた場合は、エラーコードから原因を調べることができます。詳しく 
は「困ったときには」の「エラー送信レポートがプリントされた」（― P .108) を参照してください。 
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電子メールを受信するには 


プロバイダが電子メール送信時の認証方式に POP before SMTP を採用している場合、または、本 
製品で電子メールを受信する場合は、本製品の電子メール受信機能を設定する必要があります。 
設定には、以下の情報が必要です。 


❺メモ 

• 現在使用している電子メールアカウントを本製品に設定すると、ふだん使っている電子メールソフトで 
はなく、本製品がメールを受信してしまうことがあります。そのため、本製品の電子メール受信機能を 
使用する場合は、現在使用している電子メールアカウントとは別に、本製品用の電子メールアカウント 
を設定する必要があります。電子メールアカウントの追加発行については、契約しているインターネッ 
トプロバイダ、またはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

• 本製品が受信できる電子メールは、添付ファイルのないテキスト形式の電子メールです。 HTML 形式の 
電子メールは受信できません。 


<本製品の設定項目> 
POP サーバ 

POP アドレス 


POP パスワード 


メモ欄 


POP サーバ 


POP アドレス 


POP パスワード 



P .81 のリモート UI の画面で上記の各項目を設定します。 


電子メールを受信する際に使用するサーバアドレスです 。 SMTP 
サーバアドレスと同じ場合もあります。 

電子メールを受信する際に必要なアカウントです。電子メールア 
カウント、またはメール ID と呼ぶこともあります。 

電子メールを受信する際に必要なパスワードです。 
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電子メールソフト ( OutlookExplress 6. x ) で各情報を確認するには、 P .11 の手順で[<アカウン 
卜名 >のプロパティ]画面を表示し、以下の箇所を参照してください。 


POP サーバアドレス- 


POP アカウント- 
POP パスワード- 


accountl ©プロパティ 


全般サーバー掊続セキュリティ詳細設定 


サ'■パー情報 


JP0P3 ] 


受 f 言:^ルサーバーの種額⑽： 

受信 メール (POP3 )®： [ [pop.. 

送 f 言 メール (SMTPXU )： lsmtp.company.com _ 


pop.company.com 


受 f 言メールサーバー 
アカウント名(公 
—パスワード砂— 




[[accountl | 


r |*本木木 1 ( 


w パスワ—ドを保俘可が逆 

□ セキュリティで保諸されたパスワード認_正で□ヴオンする© 
送信メールサーバー 


□このサーバ'-は EE が必要邸 


設定 (£)... 


J I キゃンセル ] I 通用(色） 


谷 


本製品で受信した電子メールは、以下の形式でプリントされます。 
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■ 
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Scan to USB 機能の使用には、ネットワークの設定は必要あリません。データを保存した USB メ 
モリをお使いのパソコンに接続すれば、複雑なネットワークの設定をすることなく、スキャンし 
た文書を簡単にパソコンに取リ込むことができます。 


Scan to USB 機能を使用する前に 

ファイルシステムが FAT 16 (最大容量 2 GB )、 または FAT 32 (最大容量 8 GB ) でフォーマットさ 
れた USB メモリをご用意ください。 

ただし、以下のような USB メモリ、または使用方法はサポートしていませんので、こ注意ください。 

• セキュリティ機能付きの USB メモリ 

• USB 規格に準拠していない USB メモリ 

• メモリカードリーダを USB メモリとして使用 
• 延長ケーブルで接続した USB メモリ 

• USB ハブを経由した USB メモリ 

•その他、上記以外でも、お使いの USB メモリによっては画像を正しく保存できないことがあ 
ります。 


USB メモリに文書を保存する 

USB メモリにスキャンした文書をファイルとして保存する手順は、以下のとおリです。 

@ メモ 

保存されるファイル形式の初期値は、 PDF ファイルに設定されています。 
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USB メモリを本体前面の USB メモリポートに接続します。 



重要 

USB メモリを USB メモリポートに接続する際には、まっすぐ差し込んでください。斜めに差し込ん 
だり、 USB 規格に準拠しない形状の USB メモリを差し込んだりすると 、 USB メモリポートが破損す 
る可能性があリます。 

2. 原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセットします。 

複数原稿をスキャンする場合は、 ADF を使ってスキャンしてください。 
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3 . [送信/ファクス]を繰り返し押して、< USB メモリ：シロクロ〉またはく USB メモリ： 
カラー>を選択し、 [0 K ] を押します。 

㉘ メモ 

本製品がスリープモードの状態になっている場合、 LCD ディスプレイには何も表示されず、[節電] 
キーがグリーンに点灯しています。その場合、[節電]キーを押し、スリープモードから復帰させて 
ください。 


3 




JL コピー||送信/フ7クス J スキャン\ 

SaterrA' \so 


02 

04 

06 

08 


O' 

設定確認 

〇 

トナー残邇 

〇 


拡大/縮小 濃 f 

〇 e 


〇 

初期設定/ 

登録 

クリア 

© 


< USB メモリ：カラー〉： カラー画像のファイルを USB メモリに送信します。 

< USB メモリ：シロクロ>:白黒画像のファイルを USB メモリに送信します。 

4 . [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 [- 一]または [+►] を押して原稿サイズを選択 
し、 [0 K ] または[スタート]を押します。 



㊣ メモ 

ファイル形式や解像度などを詳細に設定したい場合は、[スタート]の前に [0 K ] を押します。文 
書の読み込み設定の詳細については、製品付属の CD - ROM に収録されている操作力'"/ド (総合編) 
「第5章プリントとスキャン 『USB メモリにスキャン画像を保存する』『読み込み設定 』」を参照して 
ください。 
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5 . < ホゾンシマシタ / USB メモリヲヌクコトガデキマス>が表示されたら 、 USB メモリを 
本製品から抜きます。 


@ メモ 

USB メモリにファイルを保存できなかった場合は、<カキコミニシッパイシマシタ/メディアヲ 
カクニンシテクダサイ>と表示されることがあります。この場合、セキュリティ機能付きの USB 
メモリなどを使用していないか確認してください。本製品で使用可能な USB メモリについては、 
「Scan to USB 機能を使用する前に」> P .97) を参照してください。 


6. USB メモリを、お使いのパソコンの USB ポートに接続します。 

7 . USB メモリにファイルが保存されているか確認します。 

エ クス プロー ラなどを使用して 、 USB メモリの ルー トディレクトリを開くと、スキヤンした 
文書がファイルとして保存されています。 



@ メモ 

ファイルは、0001_0001から連続した番号のファイル名で保存されます。 


•ファイルが保存されない場合 

• ディスプレイにエラーメッセージが表示された場合は、エラーメッセージから原因を調べることができ 
ます。エラーメッセージの詳細については、製品付属の CD - ROM に収録されている操/欠力'イド (総合 
編)「第 W 章困ったときには『ディスプレイの表示』」 を参照してください。 

• エラー送信レポートがプリントされた場合は、エラーコードから原因を調べることができます。詳しく 
は「困ったときには」の「エラー送信レポートがプリントされた」 （— P .108) を参照してください。 














困ったとぎには 


ネットワークに接続できない 


通信速度、通信方式の設定は正しいですか？ 

接続するルータやハブによっては、本製品の通信速度、通信方式の設定が必要になることがあり 
ます。設定方法については、製品付属の CD - ROM に収録されている操作■ガ丫ド (総合編)「第6 
章ネットワーク『ネットワーク環境で使用するために必要な作業』『インタフェースの設定』」与: 
参照してください。 


リモート UI を起動できない 


アドレスバーに入力した IP アドレスは正しいですか？ 

DHCP で本製品に IP アドレスを割り当てている場合、本製品やルータ （ DHCP サーバ）を再起動 
すると、本製品に割り当てられる IP アドレスが変わってしまうことがあります。 

そのため、ウェブブラウザのアドレスパーに以前入力した IP アドレスを入力しても、リモート 
UI を起動できないことがあります。このような場合は、以下を試してみてください。 

• P .15 の手順で本製品の IP アドレスを確認し、その IP アドレスをウェブブラウザのアドレス 
バーに入力してリモート UI を起動する。 

• DHCP 環境下でも本製品に割り当てる IP アドレスを固定するように、ルータ（ DHCP サ_ 
パ）の設定を変更する。 

お使いのルータによっては、 DHCP 環境下でも IP アドレスを固定できる「手動割り当て」機 
能や「固定割り当て」機能など（ルータのメーカによって機能名は異なります）を持つもの 
があります。この機能を使用すると、本製品の再起動後も IP アドレスが変わらないようにす 
ることができ、本製品を起動するごとに IP アドレスを確認する必要がありません。設定方法 
については、ルータのマニュアルを確認するか、ネットワーク管理者にお問い合わせくださ 
い。 


電子メールを送信したが、送信先で受信できない 


本製品に登録した送信先の電子メールアドレスは正しいですか？ 

ピリオドなどが正しく入っているか、登録した電子メールアドレスを確認してください。 


電子メールの設定を忘れてしまった 


SMTP サーバアドレス、 POP サーバアドレスの設定を忘れた場合は、お使いの電子メールソフト 
を使用して設定を確認することができます。詳細については「電子メールアカウントを確認す 
る」 （— P .11) を参照してください。 


困つたとぎには 
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本製品のディスプレイに エラー メッセ ー ジが表示された 

ディスプレイに エラー メッセージが表示された場合は、 エラー メッセージから原因を調べること 
ができます。 エラー メッセージの詳細については、製品付属の CD - ROM に収録されている操/矢力' 
イド(総合編)「第10章困ったときには『ディスプレイの表示』」 を参照してください。 


共有フォルダにファイルを保存できない 


共有フォルダの設定を正しく行っていても、共有フォルダにファイルを保存できない場合は、以 
下の設定を確認してください。 

NetBIOS over TCP/IP を有効にする 

NetBIOS over TCP / IP はファイル共有を使用するために必要なプロトコルです。 

NetBIOS over TCP / IP が無効になっていると、ファイノレ共有ができない場合があります。 

この場合、以下の手順で NetBIOS over TCP / IP を有効にします。 

參 Windows XP の場合 

1. [スタート]メニューの[マイネットワーク]を右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

2. [ローカルエリア接続]アイコンを右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

3 . [インターネットプロトコル ( TCP / IP )] をダブルクリックし、[インターネットプロトコル 
( TCP / IP ) のプロパティ]画面を表示します。 

4 . [全般]ページの[詳細設定]ボタンをクリックし、 [ TCP / IP 詳細設定]画面を表示します。 

5 . [ WINS ] タブをクリックし、 [ W 旧 S ] ページを表示します。 


困つたとぎには 
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6. [NetBIOS over TCP / IP を有効にする]を選択します。 



7 . [0 K ] ボタンを繰り返しクリックし、画面を閉じます。 

8. 必要に応じてパソコンを再起動します。 

參 Windows Vista の場合 

1. [スタート]メニューの[ネットワーク]を右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

2. [ネットワーク接続の管理]をクリックします。 

3 . [口ーカルエリア接続]アイコンを右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

㉘ メモ 

Windows Vista で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、[続行]ボタンをクリック 
してください。 

4 . [インターネットプロトコルパージョン4 ( TCP / IPV 4)] をダブルクリックし、[インターネッ 
トプロトコルバージョン4 ( TCP / IPV 4) のプロパティ]画面を表示します。 

5 . [全般]ページの[詳細設定]ボタンをクリックし、 [ TCP / IP 詳細設定]画面を表示します。 

6. [ WINS ] タブをクリックし、 [ WINS ] ページを表示します。 
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7 . [NetBIOS over TCP / IP を有効にする]を選択します 0 



8. [0 K ] ボタンを繰り返しクリックし、画面を閉じます。 

9 . 必要に応じてパソコンを再起動します。 

Windows ファイアウオールについて 

Windows XP に Service Pack 2がインストールされている場合や Windows Vista をお使いの場合、 
Windows ファイアウオールを有効にすると、設定によってはファイル共有を使用できないこと 
があります。 

この場合、以下の手順でファイル共有を使用できるようにしてください。 

# Windows XP Service Pack 2 の場合 

1. [スタート]メニューの[コントロールパネル]を選択し、[コントロールパネル]画面を表 
示します。 


困つたときには 
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2. 「セキュリティセンター」をクリックし、[セキュリティセンター]画面を表示します。 



3 . [セキュリティ設定の管理]の [ Windows ファイアウォール]をクリックし 、 [Windows 
ファイアウォール]画面を表示します。 

4 . [例外を許可しない]にチェックマークが付いている場合は、チェックマークをはずします。 



困つたときには 


5 . [例外]タブをクリックして、[例外]ページを表示します。 
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6. [プログラムおよびサービス]の[ファイルとプリンタの共有]にチェックマークが付いて 
いない場合は、チェックマークを付けます。 



7 . [0 K ] ボタンをクリックして、 [ Windows ファイアウォール]画面を閉じます。 

# Windows Vista の場合 

1. [スタート] メニューの[コン ト ロール パネル]を選択し、 [コントロー ルパネル]画面を表 
示します。 

2 . [セキュリティ]の [ Windows ファイアウォールによるプログラムの許可]をクリックし、 
[ Windows ファイアウォール]画面を表示します。 


困つたときには 
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3 . [全般]ページで[すべての着信接続をブロックする]にチェックマークが付いている場合 
は、チェックマークをはずします。 



4 . [例外]タブをクリックして、[例外]ページを表示します。 

5 . [プログラムまたはポート]の[ファイルとプリンタの共有]にチェックマークが付いてい 
ない場合は、チェックマークを付けます。 



困つたとぎには 


6 . 


[0 K ] ボタンをクリックして、 [ Windows ファイアウオール]画面を閉じます。 
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エラー 送信レポ ー トがプリントされた 


何らかの原因でファイルサーバへの送信、電子メール送信 、 USB メモリへの保存ができなかった 
場合は、エラー送信レポートがプリントされます。 

エラー送信レポートには、下記のように4桁のエラーコードが記載されています。 


200712/31 10:50 FAX 123XXXXXX CANON 210001 



************************ 


*** エラ“送信レ ホ。 -卜 

* ホ* 


_*林林林林**林*林*料* 

次の送信は X 卜終了しました 


受付番号 

0005 


部門 ID 

0000001 


相手先アドレス 

111XXXXX 


相手先略称 

account2torganization.comapny.com 

開始時刻 

12/31 10:50 


通信時間 

00,00 


枚数 

0 



通信結果 

NG 

# 0802 



エラーコード 


各エラーコードの原因と対処は、以下の表を参照してください。 
「種類」欄のアイコンは、エラーコードを機能別に示したものです。 

U : Scan to ファイルサーバ機能関連のエラー 

I : Scan to E - Mail 機能関連のエラー 

UI : Scan to USB 機能関連のエラー 


@ メモ 

. 表中の設定項目 （[ SMTP サーバ]や [ POP パスワード]など）は、リモート UI の[ネットワーク設定 
画面]または[システム管理設定の編集]画面で確認ができます。 

• [ネットワーク設定]画面を表示するには、リモート UI を起動し、[デバイス] — [ネットワーク] — 
[変更]の順にクリックします。 

• [システム管理設定の編集]画面を表示するには、リモート UI を起動し、[初期設定/登録]—[シス 
テム管理]—[編集]の順にクリックします。 

• リモート UI の起動方法については、「リモート UI の起動方法」（― P .19) を参照してください。 

• 本書では 、 Scan to ファイルサーバ機能 、 Scan to E - Mail 機能および Scan to USB 機能に関するエラー 
コードを記載しています。その他のエラーコードについては、製品付属の CD - ROM に収録されている 
操作ガイド(総合編)「第 W 章困ったときには『エラーコード』」 を参照してください。 
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エラー 

コード 

種類 

原因 

処置 

#0401 

UJ 

USB メモリのデータ容量がいっぱ 
いか、ルートディレクトリ (USB 
メモリ内の一番上の階層）に保存 
できるファイル数が上限値に達し 
ました。 

USB メモリ内の不要なファイルを削 
除する、またはフォルダを作成して 
既存のファイルを移動するなどし 
て、ルートディレクトリ上のファイ 
ルを整理してください。 

#0403 

MJ 

保存するスキャン画像と同じ名前 
のファイルが 、 USB メモリ内に存 
在しています。 

USB メモリ内にあるファイル名を変 
更してください。 

#0406 

UJ 

USB メモリにスキャン画像を保存 
する際に、何らかのエラーが発生 
しました。原因として USB メモリ 
が抜けた、または接続している 
USB メモリがサボート外のファイ 
ルシステムでフォーマツトされて 
いる可能性があります。 

USB メモリが正しく接続されている 
か 、 USB メモリが本製品で対応して 
いるファイルシステム （ FAT 16 また 
は FAT 32) でフォーマットされてい 
るかを確認してください。確認後、 
もう一度操作をしてみてください。 

#0703 

塵 

メモリの画像領域がいっぱいにな 
り、書き込みできません。 

ー ファクスを送信中の場合は、送信 
ジョ ブが終了するまでしばらく待 
ち、もう一度送信してみてくださ 
い。 

ー メモリに保存されている ジョ ブを 
削除してください。 ジョ ブの削除 
方法については、製品付属の CD - 
ROM に収録されている操作力丫ド 
(総合編)「第4章送信と受信『メ 
モリ内の送受信ジョブを確認/操 
作する』『送受信中または送信待機 
中のジョブを確認/削除する』」 

を参照してください。 

一それでも正常に動作しない場合 
は、本製品の主電源スイッチを入 
れなおしてください。 
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エラー 

コード 

種類 

原因 

処置 

#0705 

U 

画像データサイズが送信データサ 
イズ上限値よりも大きいため、送 
信処理を中断しました。 

—リモート UI を起動して[システム 
管理設定の編集]画面を表示し、 
[通信管理設定]の[電子メール設 
定]を以下のように設定してくだ 
さい。 

一 [送信データサイズ上限値]の 
値を高く設定しなおしてくださ 
い。 

一 [サイズ上限オーバー時の分割 
送信する]にチェックマークを 
付けて、画像データを分割する 
ように設定してください。 

一低解像度で送信しなおしてくださ 
しヽ。設定については、製品付属の 
CD - ROM に収録されている操作ガ 
イド(総合編)「第4章送信と受信 
『読み込み設定』『画像/原稿の設 
定を調節する(電子メール/ファ 
イルサーノ《送信 )』」を参照してく 
ださい。 

#0752 

U 

一電子メール/丨フアクスの SMTP 
サーバ名の設定が間違っていま 
す。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、[電子 
メー ル/1ファクス設定]の 
[SMTP サーバ] HP .79) と、「電 
子メールアカウントを確認する」 
(4 P .11) で確認した SMTP サー 
バアドレス が合つているか確認し 
てください。 



ードメイン名、電子メールアドレ 
スが設定されていません。 

ーリモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、 
[ TCP / IP 設定]の [ DNS ドメイン 
名]が正しく設定されているか確 
認してください。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、[電子 
メール/1ファクス設定]の[電子 
メールアドレス]が正しく設定さ 
れているか確認してください。 


困つたとぎには 
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エラー 

コード 

種類 

原因 

処置 

#0752 

U 

ーメ ールサーパが立ち上がってい 
ません。 

ーネットワークがつながっていま 
せん。 

一原稿をカラーで電子メール送信 
するときに、何らかのエラーが 
発生しました。 

ーメールサーバが正常に動作してぃ 
るか、ネットワーク管理者に確認 
してくださぃ。 

—ネットワークが正常に動作してぃ 
るか、ネットワーク管理者に確認 
してくださぃ。 

一何度か送信をやりなおしてくださ 
しヽ。それでも送信できなぃ場合 
は、ネットワークが正常に動作し 
てぃるか、ネットワーク管理者に 
確認してくださぃ。 

#0753 

mm 

ファイル送信時、または電子メー 
ルの送信時に TCP / IP でのエラーが 
発生しました 。 (Sockets Select エ 
ラーなと。） 

ーネットワークケーブルとコネクタ 
の状態を確認してくださぃ。 

— [ SMB クライアントを使用]が 
[オン]になってぃるか確認してく 
ださぃ。（― P .59) 

一宛先の[ホスト名]が正しく設定 
されてぃるか確認してくださぃ。 
い P .65) 

一 [ワークグループ名]が正しく設定 
されてぃるか確認してくださぃ。 
い P .60) 

—「 LM アナウンスを使用」を[才 
ン]に設定してみてくださぃ。 

P .61) 

一 Windows フアイアウォールの設定 
を確認してくださぃ。 P .104) 

一上記をすべて確認しても正常に動 
作しなぃ場合は、本製品の主電源 
スイッチを入れなおしてくださ 
ぃ。 

#0755 

iju 

- TCP / IP が正しく動作していない 
ため送信できません。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、 
[ TCP / IP 設定]の各項目が正しく 
設定されてぃるか確認してくださ 
ぃ。 


困つたとぎには 









エラー 

コード 

種類 

原因 

処置 

#0755 

mm 

— IP アドレスが設定されていませ 
ん〇 

ーリモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、 
[ TCP / IP 設定]の各項目が正しく 
設定されているか確認してくださ 
し、。 



一本製品の立ち上げ時に、 DHCP 、 
RARP 、 B 00 TP のいずれかで IP 
アドレスの割り当てが行われて 
いません。 

一本製品が起動してからネットワー 
クに接続するまで約1分かかりま 
す。本製品の起動後、1分以上待つ 
てから、もう一度送信してくださ 
い。 

#0801 

BU 

一電子メールの送信のため SMTP 
サーバと通信している際に、 
メールサ_バ側の要因でタイム 
アウトエラーが発生しました。 

ーメールサーバが正常に動作してい 
るか、ネットワークが正常に動作 
しているかを、ネットワーク管理 
者に確認してください。 



一 SMTP 接続中に SMTP サーバか 
らエラーが返ってきました。宛 
先の設定が正しくありません。 

一宛先の設定を確認してください。 



—ファイルサーバへ送信している 
ときに、サーバ側の要因でエ 
ラーが発生しました。 

ーファイルサーバが正常に動作して 
いるかを確認してください。 



一電子メールアドレスの設定が正 
しくありません。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、[電子 
メール/1ファクス設定]の[電子 
メールアドレス]が正しく設定さ 
れているか確認してください。 

#0802 

U 

一 SMTP サーバ名の設定が間違っ 
ています。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、[電子 
メー ル/1ファクス設定]の 
[SMTP サーバ] (— P .79) と、「電 
子メールアカウントを確認する」 
(-^ P .11) で確認した SMTP サー 
バアドレス が合つているか確認し 
てください。 



— DNS サーバのドメイン名が間 
違つています。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、 
[ TCP / IP 設定]の [ DNS ドメイン 
名]が正しく設定されているか確 
認してください。 
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エラー 

コード 

種類 

原因 

処置 

#0802 

U 

一 DNS サーバ名の設定が間違って 
います。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、 
[ TCP / IP 設定]の [ DNS プライマ 
リサーパ]と [ DNS セカンダリ 
サーバ]が正しく設定されている 
か確認してください。 



一 DNS サーバとの接続ができませ 
んでした。 

一 DNS サーバが正常に動作している 
かを、ネットワーク管理者に確認 
してください。 

#0804 

I ) 

フォルダへのアクセス権があリま 
せん。 

宛先に登録したユーザ名とパスワー 
ドが、パソコン（ファイルサーバ） 

に登録したユーザアカウント（ユー 
ザ名とパスワード）と一致している 
か確認してください。 

#0806 

綱 

ーフアイルサ _ バ送信時に指定さ 
れたユーザ名、あるいはパス 
ワードが間違っています。 

一宛先に登録したユーザ名とパス 
ワードが、パソコン（ファイル 
サーバ）に登録したユーザアカウ 
ント（ユーザ名とパスワード）と 
一致しているか確認してくださ 
し、。 



一電子メール送信時に指定した宛 
先が間違っています。 

一登録した電子メ _ルの宛先を確認 
してください。 

#0810 

U 

— POP サーバとの接続中に POP 
サーバからエラーが返ってきま 
した。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、[電子 
メール/1ファクス設定]の [POP 
サーバ]と、「電子メールを受信す 
るには」 （— P .95) で確認した POP 
サーバアドレスが合っているか確 
認してください。 



— POP サーバとの接続中にサーバ 
側の要因でタイムアウトエラー 
が発生しました。 

ーメールサーバが正常に動作してい 
るか、ネットワークが正常に動作 
しているかを、ネットーク管理者 
に確認してください。 


困ったときは 


困つたとぎには 










エラー 

コード 

種類 

原因 

処置 

#0812 

U 

POP パスワードの設定が間違って 
います。 

リモート UI を起動して[ネットワー 
ク設定]画面を表示し、[電子メール 
/I ファクス設定]の [POP パスワー 
ド]に POP パスワードを正しく入力 
してください。 

POP パスワードは、契約しているプ 
ロバイダから発行された設定通知書 
などで確認するか、またはネット 
ワーク管理者に問い合わせてくださ 
い。 

#0813 

m 

POP サーバ名の設定が間違ってい 
ます。 

リモート UI を起動して[ネットワー 
ク設定]画面を表示し、[電子メール 
/I ファクス設定]の [POP サーバ] 

と、「電子メールを受信するには」 
(4 P .95) で確認した POP サーバアド 
レスが合つているか確認してくださ 
い。 

#0816 

FJU 

UJ 

部門 ID に割り当てられている制限 
面数以上のスキャンを行いました。 

部門 ID に割リ当てられている制限面 
数の上限を変更するか、またはカウ 
ント情報を消去してください。設定 
については、製品付属の CD-ROM に 
収録されている操作ガイド (総合編) 
「第8章システム管理設定『部門別 
ID 管理を設定する 』」を参照してく 
ださい。 

#0819 

m 

扱えないデータを受信しました。 
(MIME 情報が不正です。） 

送信者に、電子メール設定の確認と 
再送信を依頼してください。 

本製品が受信できる電子メールは、 
添付ファイルのないテキスト形式の 
電子メールです。 HTML 形式の電子 
メールは受信できません。 

#0820 

u 

扱えないデータを受信しました。 
( BASE 64 または uuencode が不正 
です。） 

送信者に、電子メール設定の確認と 
再送信を依頼してください。 

本製品が受信できる電子メールは、 
添付ファイルのないテキスト形式の 
電子メールです。 HTML 形式の電子 
メールは受信できません。 

#0821 

u 

扱えないデータを受信しました。 

(Tl FF 解析 エラー が発生しました。） 

送信者に、電子メール設定の確認と 
再送信を依頼してください。 


困ったとぎは 


困つたとぎには 














困ったときは 


w 


エラー 

コード 

種類 

原因 

処置 

#0827 

U 

扱えないデータを受信しました。 
(サポート外の M 1 M E 情報がありま 
す。） 

送信者に、電子メール設定の確認と 
再送信を依頼してください。 

本製品が受信できる電子メールは、 
添付ファイルのないテキスト形式の 
電子メールです。 HTML 形式の電子 
メールは受信できません。 

#0828 

m 

HTML のデータを受信しました。 

HTML 形式ではなく、テキスト形式 
で電子メールを再送信するよう、送 
信者に依頼してください。 

本製品が受信できる電子メールは、 
添付ファイルのないテキスト形式の 
電子メールです。 HTML 形式の電子 
メールは受信できません。 

#0829 

U 

メモリの許容量を超えるデータを 
受信しました。 

メモリに受信した原稿をプリントし 
てください。そのあと、電子メール 
を再送信するよう、送信者に依頼し 
てください。 

#0839 

U 

SMTP 認証で使用するユーザ名と 
パスワード設定が間違っています。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、[電子 
メール/1ファクス設定]の 
[SMTP サーパ] HP.79) と、「電 
子メールアカウントを確認する」 
(-^P .11) で確認した SMTP サー 
バアドレスが合つているか確認し 
てください。 

—リモート UI を起動して[ネット 
ワーク設定]画面を表示し、[電子 
メール/1ファクス設定]の[パス 
ワード]に SMTP 認証のためのパ 
スワードを正しく入力してくださ 
し、 （—P.80)。SMTP 認証のための 
パスワードは、契約しているプロ 
バイダから発行された設定通知書 
などで確認するか、またはネット 
ワーク管理者に問い合わせてくだ 
さい。 


困つたとぎには 
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本製品の IP アドレスや SEND Lite 機能の設定に必要な情報は、忘れないようにメモし 
ておきましよう。 


リモート UI 

本製品の IP アドレス 
(^P.17) 


Scan to フアイルサーバ機能 

コンピュータ名 

Windows XP : (-> P.22) 

Windows Vista : > P.23) 


共有フォルダ名 

Windows XP :い P.30、P.44) 
Windows Vista : (― P.36、P.53) 


ューザ名 

Windows XP : (-> P.38) 

Windows Vista : (-> P.42) 


パスワード 

Windows XP :い P.40) 

Windows Vista : > P.43) 


Scan to E-Mail 機能 

SMTP サーバアドレス 
(^P.12) 


認証方式 
い P.10、P.13) 

□POP before SMTP 認証 
□SMTP 認証 
• SMTP ユーザ名： 

.SMTP パスワード： 

* 認証方式が POP before SMTP の場合は、電子メール受信 
機能の設定が必要になります。電子メール受信機能の設 
定については、「電子メールを受信するには」 （—P.95) 

を参照してください。 
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